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東日本大震災に学ぶ
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会
員
制
貸
切
り
バ
ス
の
博
多
駅
〜

竹
田
温
泉
花
水
月
間
の
定
時
運
行
実

証
実
験
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ

の
事
業
に
は
地
域
活
性
化
交
付
金
が

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
４
月
１
日
の

早
朝
、
神
事
・
出
発
式
が
「
花
水
月
」

駐
車
場
で
行
わ
れ
、
直
行
バ
ス
『
Ｙ

Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｏ
号
』
の
運
行
が
始
ま
り

ま
し
た
。

　
こ
の
バ
ス
は
社
団
法
人
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ａ

Ｒ
Ｏ
に
会
員
登
録
を
し
、
必
要
な
時

に
乗
車
の
予
約
を
行
い
ま
す
。
会
員

は
１
年
間
に
何
回
で
も
無
料
で
利
用

可
能
。
年
会
費
は
４
千
円
（
メ
ー
ル

登
録
で
は
な
い
会
員
は
４
千
５
百

円
）。

　
昨
年
５
月
、
佐
賀
県
鳥
栖
市
で
開

か
れ
た
商
工
会
議
所
青
年
部
の
九
州

ブ
ロ
ッ
ク
大
会
で
社
団
法
人
Ｙ
Ｏ
Ｋ

Ａ
Ｒ
Ｏ
理
事
（
長
崎
県
平
戸
市
）
の

早
田
圭
介
さ
ん
と
運
命
的
な
出
会
い

を
果
た
し
、
僅
か
１
年
足
ら
ず
で
こ

の
春
の
運
行
開
始
に
漕
ぎ
着
け
た
、

河
野
洋
史
実
行
委
員
会
会
長
に
話
を

聞
き
ま
し
た
。

　
「
滑
り
出
し
は
好
調
。
竹
田
発
の

乗
客
か
ら
は
満
足
の
声
が
連
日
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。

　
竹
田
に
来
ら
れ
る
お
客
様
の
数
は

平
均
20
名
程
度
。
震
災
の
影
響
で
福

岡
の
告
知
が
遅
れ
た
が
、
ま
ず
ま
ず

だ
と
思
っ
て
い
る
。

　
今
回
福
岡
と
の
パ
イ
プ
が
繋
が
っ

た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
竹
田
の

人
た
ち
の
意
識
の
変
化
を
感
じ
て
い

る
。

　

例
え
ば
『
食
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』

で
は
、
竹
田
の
食
材
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う

と
バ
ス
乗
客
に
向
け
た
駅
弁
の
開
発
、

市
内
の
食
事
処
が
『
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｏ

定
食
』、
カ
ー
シ
ョ
ッ
プ
の
レ
ン
タ

カ
ー
の
割
引
き
、
旅
館
組
合
で
は
宿

泊
割
引
サ
ー
ビ
ス
等
々
。
こ
れ
ら
は

こ
ち
ら
か
ら
呼
び
か
け
た
も
の
で

は
な
く
、〝
お
客
様
を
獲
得
し
た
い
〟

と
自
発
的
な
行
動
が
起
こ
っ
て
き
て

い
る
。

　
ま
た
、
長
崎
県
平
戸
市
の
会
議
所

と
交
流
が
深
ま
り
、
お
も
て
な
し
事

業
を
し
て
い
こ
う
と
い
う
話
が
進
ん

で
い
る
。
ガ
イ
ド
の
育
成
や
、
竹
田

検
定
、
海
と
山
の
食
の
グ
ル
メ
対
決

等
の
企
画
を
考
え
て
い
る
。

　
他
に
も
、
外
か
ら
の
お
客
様
は
到

着
後
に
市
内
情
報
を
得
よ
う
と
、
バ

ス
事
務
局
に
必
ず
立
ち
寄
る
の
で
、

商
店
街
の
わ
く
わ
く
ス
タ
ン
プ
会
が

Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｏ
会
員
に
向
け
の
情
報

コ
ー
ナ
ー
と
し
て
、
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー

ド
を
設
置
予
定
。『
新
鮮
な
野
菜
入

り
ま
し
た
』
等
、
旬
な
〝
お
得
な
情

報
〟が
書
き
込
め
る
よ
う
に
し
た
い
」

　
こ
の
盛
り
上
が
り
を
逃
す
わ
け
に

は
い
か
な
い
理
由
が
あ
る
の
で
す
。

　
「
竹
田
に
と
っ
て
、
観
光
浮
揚
の

意
識
を
変
え
た
一
本
の
路
線

　

４
月
１
日
、
竹
田
市
と
福
岡
市
を
毎
日
２
往
復
す
る
直
行
バ
ス
『
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｏ
号
』
の
運
行
が
始
ま
り

ま
し
た
。
今
、「
ま
ち
の
魅
力
」
と
「
ニ
ー
ズ
」
を
繋
い
だ
バ
ス
路
線
が
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
伸
ば
し
始
め
て

い
ま
す
。

人だけでなく物やサービスも運びます

↑竹田発の直行バスＹＯＫＡＲＯ号始発に乗り込む竹田市民（花水月駐車場）

　「一般社団法人ＹＯＫＡＲＯ」理事（「有限会社ＳＯＵＤＡ」代表取締役）早田圭介
さんと「一般社団法人ＹＯＫＡＲＯ」代表理事大久保堅太さんが、バス運行の目的や
今後の展開について語ってくれました。
　「交通不便を解消する利便性の確保以上に大切なことは、目標会員�6,000人（取材時
点8,500人入会）にサービスを提供し、両市の特産品を販売することで地域活性化を図
ることです。過疎化や少子・高齢化に悩む両市の起爆剤となるためには、市民が両市の
宣伝部長としてＰＲし、人を呼び込んでもらうことが必要です。その作業を行うツー
ル（道具）として、このバスを活用してほしいと思います」
　大きな経済効果が見込まれるこの事業の成功の鍵を握るのは、新たな特産品開発と
も言えそうです。

竹
田
・
博
多
間
直
行
バ
ス
『
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｏ
号
』
が
運
行
開
始
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竹田・博多間直行バス『ＹＯＫＡＲＯ号』が運行開始

最
後
の
手
段
。
直
接
お
客
様
を
運
ん

で
く
る
と
い
う
、
こ
れ
以
外
の
方
法

は
な
い
」。
河
野
会
長
は
地
元
説
明

会
の
席
で
そ
う
言
い
切
っ
た
そ
う
で

す
。

　
先
ず
は
福
岡
の
会
員
を
増
や
す
こ

と
が
当
面
の
目
標
。
お
も
て
な
し
の

心
意
気
が
お
こ
す〝
竹
田
の
活
性
化
〟

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｏ
竹
田
事
務
局

　
　

☎
６
３
ー

０
６
６
３

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

http://yokaro.info/

竹田市観光
ガイドタクシー
乗務員７人を認定
　３月��日、竹田市観光ガ
イドタクシー乗務員認定証
交付式が市役所で行われま
した。「ガイドタクシー認定制度」は、観光案内体制を充実しよ
うと市内のタクシー乗務員を対象に創設されました。認定を受
けた田中優さんほか６人の乗務員のみなさん、竹田のＰＲをよ
ろしくお願いします
問竹田市観光ツーリズム協会　☎0974-6�-0585

ＹＯＫＡＲＯバスがつないだ
「キリシタン布教の歴史と文化」

～新たな出会い～

長崎県平戸市長　黒田成彦
ＮＡＲＵＨＩＫＯ　ＫＵＲＯＤＡ

竹田市長　首藤勝次
ＫＡＴＳＵＪＩ　ＳＨＵＴＯＵ

×

ＹＯＫＡＲＯ号竹田路線開設記念対談

　ＹＯＫＡＲＯバスの博多～竹田路線
の開設伴い、同じ料金で長崎県平戸市
まで行くことができます。これを記念
して４月８日、長崎県の黒田成彦平戸
市長が竹田市を訪れてくれました。

竹田市長　竹田市には国指定重要文
化財の銅鐘「サンチャゴの鐘」がありま
す。これは長崎で造られたものだとい
われています。製造が１６１２年、来
年でちょうど４００年を迎えます。岡
城とその城下町ができあがったのも
１６１２年と同じ年なのです。この銅
鐘は布教のため長崎から渡ってきたも
ので、熱心なキリスト教崇拝の地で
あった竹田にミサの合図として響いた
のであろうといわれています。今回の
交流も４００年の時を越えて、黒田市
長と出会ったことから始まるのだと思
います。

平戸市長（黒田成彦）　ところで、竹田
市には、隠れキリシタンの遺跡がある
そうですね。

竹田市長　県指定史跡の「キリシタン
洞窟礼拝堂」、ＩＮＲＩ（ユダヤ人の王
ナザレのイエスの頭文字といわれ、ま
た、イエデス、ナザレガン、リーエッ
クスというキリストの神という意味の
礼拝物）の文字が刻まれた「原キリシタ
ン墓碑」など、キリシタンの文化財が
多数残っています。

平戸市長　奇遇ですね。実は私の生ま
れた町は、隠れキリシタンの里といわ
れるです。

竹田市長　１５５０年、フランシスコ・
ザビエルが平戸に入ってから布教活動
がこちらに広がっていますよね。実は、
私の出身は豊後の「直入」という地域で
すが、その地方は「朽網」と言われると
ころです。そこは豊後キリシタン史上
の先進地であり、１５５０年代から
１５８０年代には信徒数約３００人に
達していたといわれ、府内、平戸、博
多、鹿児島、山口、京都および堺とと
もに、日本八大布教地のひとつに数え
られていた程です。
　キリシタン文化を結びつけると、そ
の根っこが見えてくるなど、お互いに
いいものが出てきそうですね。

平戸市長　最初は、ポルトガルが
４６０年前に「布教」と「貿易」で、平戸
で活動していましたが、「宮の前事件

（１５６１年、ポルトガル船員と平戸
商人が商品の値段について口論し、死
傷者をだす惨事）」が起き、ポルトガル
が平戸を出て行くことになり、その後
オランダがきたのです。
　今年の９月20日に平戸オランダ商
館が開館しますが、これは17世紀にわ
が国の海外貿易唯一の窓口として、東
インド会社が来て、日本初の洋風建築
による在外公館としてできあがったの

がオランダ商館です。
　復元にあたり９月17日に記念式典
を予定しています。
　
竹田市長　ＹＯＫＡＲＯ号を利用して、
自分たちが話題づくりをドラマチッ
クにやるかに掛かっていると思います。
そのひとつとして、平戸との関係を濃
厚に表へ打ち出すことによって、かな
り見えてくると思っています。

平戸市長　今回ＹＯＫＡＲＯ号が結ぶ
竹田市と平戸市ということで、例えば、
平戸の旅館各室に竹田の観光情報を配
らせていただき、「実はＹＯＫＡＲＯ
号で行けますよ」といったセールスが
できますね。逆に我々の情報もこちら
のいろいろな拠点に置かせていただけ
ると、相乗効果が見込めるのかなと思
います。

竹田市長　ＹＯＫＡＲＯバスが繋ぐキ
リシタン文化。今後も交流を続けなが
ら、姉妹都市のようになれるといいで
すね。

平戸市長　海に囲まれていない竹田と、
海にしか囲まれていない平戸。相互補
完できると思っています。

平戸・竹田市長　今後ともよろしくお
願いします。本日はありがとうござい
ました。
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本
年
３
月
18
日
、
大
分
県
土
地
改

良
事
業
団
体
連
合
会
（
森
田
克
巳
会

長
）
か
ら
荻
小
学
校
に
表
彰
状
が
渡

さ
れ
ま
し
た
。
受
け
取
っ
た
の
は
同

校
の
堀
智
子
校
長
で
す
。

　
一
見
、
無
関
係
に
見
え
る
両
者
の

間
に
17
年
に
も
及
ぶ
「
水
恩
」
の
歴

史
が
絶
え
間
な
く
流
れ
て
い
る
こ
と

を
皆
さ
ん
は
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
れ
は
そ
の
関
係
を
築
い
た
教
師

と
児
童
の
物
語
で
す
。

　
平
成
６
年
、
同
校
４
年
１
組
を
担

任
し
て
い
た
堀
先
生
は
、
町
内
を
縦

横
に
駆
け
巡
る
井
路
と
、
そ
こ
を
豊

か
に
流
れ
る
水
が
荻
の
大
地
を
潤
し
、

米
や
野
菜
を
育
て
て
い
る
こ
と
に
感

動
、
学
習
教
材
と
す
る
こ
と
を
決
意

し
ま
し
た
。

　
先
生
か
ら
相
談
を
持
ち
か
け
ら
れ

た
保
護
者
や
土
地
改
良
区
、
教
育
委

員
会
の
協
力
は
す
ぐ
に
実
を
結
び
、

荻
柏
原
土
地
改
良
区
が
維
持
管
理
す

る
井
路
の
水
源
「
大
谷
ダ
ム
」
の
見

学
が
隣
の
ク
ラ
ス
の
児
童
も
含
め
実

現
し
た
の
で
し
た
。

　
水
を
通
す
25
㎞
に
も
及
ぶ
ト
ン
ネ

ル
工
事
や
白
水
の
滝
に
流
れ
る
大
谷

川
の
水
の
話
、
垣
田
幾
馬
を
は
じ
め

と
す
る
先
人
の
苦
労
と
通
水
に
い
た

る
努
力
を
児
童
が
理
解
で
き
た
こ
と

は
大
き
な
収
穫
で
し
た
。

　
「
垣
田
親
子
の
発
想
が
ぐ
ん
ぐ
ん

大
き
く
な
っ
て
い
る
な
ぁ
と
思
い
ま

し
た
。
荻
町
の
先
輩
は
と
て
も
す
ば

ら
し
い
人
た
ち
だ
と
思
い
ま
す
。
荻

町
は
と
て
も
い
い
所
だ
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。」

　
当
時
の
「
改
良
区
だ
よ
り
」
に
掲

載
さ
れ
た
児
童
の
感
想
が
、
何
よ
り

そ
れ
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　
過
去
に
学
ぶ
こ
と
で
逆
に
未
来
を

考
え
、「
未
来
の
荻
町
」
の
絵
を
共

同
制
作
し
た
児
童
は
、
５
年
生
と

な
っ
た
翌
年
の
水
恩
祭
に
招
か
れ
、

記
念
碑
に
向
い
、
学
年
全
員
が
献
花

し
、
水
や
先
人
の
努
力
に
感
謝
の
祈

り
を
捧
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
す
。

　
こ
の
学
習
が
一
過
性
に
終
わ
ら
ず

現
在
も
行
わ
れ
て
い
る
事
実
に
感
動

し
た
の
は
、
15
年
後
に
再
び
荻
小

に
赴
任
し
た
堀
先
生
ご
本
人
で
あ
り
、

「
井
路
の
歴
史
や
水
へ
の
感
謝
、
施

設
見
学
を
学
校
教
育
に
取
り
入
れ
た

功
績
」
を
称
え
た
表
彰
状
を
校
長
と

し
て
授
与
さ
れ
た
喜
び
を
噛
み
し
め

る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
す
。

　
「
私
が
始
め
た
４
年
生
の
学
習
が

定
着
し
て
い
る
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん

嬉
し
い
。
け
れ
ど
も
何
よ
り
嬉
し
い

の
は
、
理
解
し
て
く
れ
た
周
囲
の
協

力
と
、
当
時
学
習
し
た
子
ど
も
が
、

ふ
る
さ
と
に
残
り
、
荻
の
大
地
で
ト

マ
ト
作
り
を
学
ん
で
い
る
こ
と
を
聞

い
た
こ
と
で
す
。」

　
荻
の
大
地
を
流
れ
る
水
が「
人
間
」

と
い
う
作
物
の
成
長
を
助
け
、
実
を

結
ん
だ
物
語
は
、
ふ
る
さ
と
の
全
て

の
大
地
を
潤
し
て
く
れ
ま
し
た
。

先人たちの遺徳を称えて
荻地域で水の恩恵を享受できるのは、先人たちが苦労して
通水を成したお陰です。今もその功績を称えて、『水』の恵
みに感謝の念を捧げています。

  

荻
に
注
ぐ
絶
え
間
な
い
水
の
流
れ

水の張られた田んぼが美しい荻の台地

堀智子校長
平成５年に担任（３年生）の社会科

「校区探検」をきっかけに翌年から
井路の学習を取り入れる。
現在、菅生小学校勤務。

↑改良区通水記念碑に献花をする荻小学校の
児童たち（昨年の荻柏原土地改良区「水恩祭」）
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今
か
ら
２
７
０
年
位
前
の
延

享
年
間
、
柏
原
地
区
西
福
寺
に

赤
木
喜
太
郎
と
云
う
人
が
居
り

ま
し
た
。
現
在
の
赤
木
正
男
さ

ん
の
祖
先
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
四よ

原は
る
の
土
地（
柏
原・荻・

菅
生
地
区
）
は
標
高
４
０
０
〜

７
０
０
㍍
の
高
原
地
帯
で
水
利

に
乏
し
く
、
米
と
云
え
ば
只
南

河
内
川
・
山
﨑
川
・
合
ヶ
瀬
川

に
面
し
た
僅
か
な
水
田
の
み
で
、

他
は
殆
ど
畑
で
稗
・
粟
・
そ
ば
・

大
豆
・
な
た
ね
が
主
体
、
そ
れ

ら
を
常
食
と
し
て
い
た
の
で
す
。

岡
藩
時
代
幾
度
か
こ
の
地
方
に

移
民
を
計
画
し
ま
し
た
が
、
不

作
の
折
は
食
べ
る
も
の
も
な
く

忽
ち
離
散
す
る
憂
き
目
に
遭
っ

た
と
の
こ
と
で
す
。
こ
の
様
な

時
代
、
翁
は
常
に
こ
の
地
方
の

窮
状
を
救
済
せ
ん
と
す
る
情
熱

に
燃
え
て
い
ま
し
た
。
或
る

時
、
高
千
穂
に
旅
し
た
折
、
こ

の
地
方
の
人
が
玉
蜀
黍
を
栽
培

し
常
食
し
て
い
る
様
を
見
た
の

で
す
。
色
々
見
聞
き
し
て
い
る

内
に
、
翁
は
水
源
の
な
い
故
郷

の
食
生
活
は
玉
蜀
黍
栽
培
に
限

る
こ
と
を
痛
感
し
、
種
子
を
持

ち
帰
り
自
分
で
試
作
し
ま
し
た
。

結
果
は
こ
の
地
方
に
最
適
で
あ

る
と
自
信
を
も
ち
ま
し
た
。
爾

来
翁
は
玉
蜀
黍
の
栽
培
を
こ
の

四
原
の
高
原
台
地
全
域
に
広
め

て
行
く
事
に
な
り
ま
す
。
今
ま

で
の
稗
・
粟
食
か
ら
玉
蜀
黍
食

と
変
わ
っ
て
行
く
事
に
な
り
ま

し
た
。
幕
藩
体
制
が
崩
壊
し
明

治
と
な
り
、
文
明
開
化
の
時
代

と
な
る
と
、
衣
食
住
も
変
化
し

近
代
国
家
へ
の
道
を
歩
む
こ
と

に
な
り
、
こ
の
四
原
の
高
原
も

明
治
後
期
か
ら
大
正
に
か
け
土

地
及
び
水
利
の
改
良
が
進
み
始

め
た
が
、
道
尚
遠
く
、
一
部
地

方
で
は
玉
蜀
黍
の
常
食
は
戦
後

ま
で
続
く
。

　

今
現
在
は
ど
う
か
！
先
人
達

の
言
語
に
絶
す
る
そ
の
時
折
の

苦
難
の
道
を
開
拓
し
、
今
日
の

県
下
一
の
水
田
と
畑
地
帯
の
造

成
を
し
て
下
さ
っ
た
こ
と
に
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
た
い
と
思

い
ま
す
。（
備
考　
直
入
郡
誌
に

公
益
家
と
し
て
登
載
）

　
直
入
郡
誌
参
照

　
　
佐
藤　
　
茂

常食 玉
とうもろこし

蜀黍の起源

68

「水恩」 ～先人たちの遺徳を称えて～

　
通
水
を
記
念
し
、
水
の
恵
み
に
感

謝
す
る
『
第
１
１
１
回
白
水
井
路
水

恩
祭
』
が
４
月
６
日
、
白
水
井
路
土

地
改
良
区
湧
水
記
念
碑
前
（
荻
町
・

宮
平
公
民
館
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

白
水
井
路
土
地
改
良
区
組
合
員
ほ
か

関
係
者
約
50
名
が
参
加
し
、
神
事
が

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
先
人
た
ち
は
水
に
恵
ま
れ
な
い
荻

の
台
地
に
水
を
引
き
、
水
田
を
開
く

こ
と
を
夢
見
て
、
実
に
10
年
３
か
月

の
時
を
か
け
、
明
治
35
年
５
月
に
完

工
通
水
し
ま
し
た
。

　
知
恵
と
血
の
に
じ
む
よ
う
な
努
力

を
重
ね
、
宮
平
、
田
代
、
西
福
寺
、

鴫
田
の
大
地
に
農
業
水
田
の
基
礎
を

作
り
、
豊
か
な
大
地
を
作
り
上
げ
ま

し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
で
多
く
の
尊
い
命

を
一
瞬
の
う
ち
に
失
い
、
被
災
地
の

み
な
さ
ん
が
不
安
を
抱
え
て
い
る
中

で
、
今
年
の
水
恩
祭
開
催
は
、
組
合

員
に
も
た
め
ら
い
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、〝
水
へ
の
感
謝
の
思
い
を

止
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
〟
と
勇
断

を
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
白
水
井
路
土

地
改
良
区
の
堀
義
隆
理
事
長
は
「
先

人
た
ち
が
苦
難
の
中
、
こ
の
台
地
に

水
を
も
た
ら
し
、
そ
の
水
で
農
業
経

営
を
し
て
い
る
私
た
ち
は
、
水
の
恩

と
水
の
恵
み
に
感
謝
し
、
先
人
の
偉

大
な
る
功
績
に
対
し
敬
意
を
表
す
こ

と
を
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
」

と
話
し
、
後
世
に
伝
え
て
い
く
こ
と

を
あ
ら
た
め
て
誓
い
ま
し
た

　
ま
た
、
４
月
12
日
に
は
荻
西
部
土

地
改
良
区
記
念
碑
前
（
荻
町
政
所
）

で
『
第
53
回
荻
西
部
土
地
改
良
区
水

恩
祭
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
地
域
の
皆
さ
ん
の
『
水
恩
』
の
誠

と
農
業
に
対
す
る
熱
い
思
い
は
、
今

も
変
わ
ら
ず
に
引
き
継
が
れ
て
い
ま

す
。

  
水
は
命
で
あ
り
、
水
路
は
財
産
で
あ
る

↑歴史を感じさせる「通水記念碑」と共に並ぶ「謝恩碑」には、『巨額の建設費』、『多
くの尽力の投入』など、言葉に絶する当時の苦難の歴史が刻まれている（白水井路水恩祭）

←西部土地改良区水恩祭

↙西部土地改良区記念碑の傍
に、荻台地に最初の灌漑の
灯を点した『杉園井路記念
碑』も並ぶ
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稲葉ダム周辺

広いぞ！遊ぼう！新名所・ひょうたん島公園に全員集合

稲葉ダムからはじまる、元気が出る里山づくり!!
　稲葉ダムの周辺整備として進められていた「ひょうたん島公園」
が完成し、４月�4日に宮城台、城原、白丹小学校の児童たちがお
見知り遠足に訪れました。
　児童たちは枝垂れ桜の記念植樹に参加。また、各々が書いたメッ
セージ付の風船飛ばしや餅まきなどを楽しみました。

ダ
ム
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
を
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

未
曾
有
の
大
水
害
か
ら
�0
年―

―

。昨
年
、待
ち
望
ん
だ『
稲
葉
ダ
ム
』

が
つ
い
に
完
成
し
ま
し
た
。
市
民
に
と
っ
て
、
生
活
に
密
接
に
関
係

す
る
「
稲
葉
川
」、「
玉
来
川
」
を
見
つ
め
直
し
、
ダ
ム
を
活
か
し
た

地
域
づ
く
り
と
水
害
に
対
す
る
防
災
意
識
を
喚
起
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
３
月
�8
日
、
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

多
目
的
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

『
水
辺
空
間
』
を

　

  

大
事
に
し
て
ほ
し
い

　

パ
ネ
リ
ス
ト　

島
田　
　

晋

　
（
大
分
工
業
高
等
専
門
学
校
名
誉
教
授
）

　

治
水
と
か
防
災
な
ど
我
々
は
土
木

工
学
を
生
か
し
て
、
み
な
さ
ん
の
安

心
、
安
全
と
な
る
、
イ
ン
フ
ラ
（
社

会
基
盤
）
を
整
備
す
る
役
割
を
担
っ

て
き
て
い
ま
す
が
、
河
川
や
ダ
ム

を
通
じ
た
い
ろ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
等

で
、
よ
り
多
く
の
方
に
川
や
水
の
怖

さ
、
危
険
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
と
同

時
に
、
川
で
遊
ん
だ
り
、
岸
辺
の
桜

を
眺
め
た
り
す
る
楽
し
さ
も
知
っ
て

も
ら
い
、
生
物
対
応
性
を
活
か
し
た

『
水
辺
空
間
』
を
大
事
に
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

住
ん
で
い
る
町
を
き
れ
い
に

　

パ
ネ
リ
ス
ト　

後
藤
万
壽
郎

　
（
竹
田
商
工
会
議
所
会
頭
）

　

ダ
ム
の
お
陰
で
、
私
達
は
毎
日
安

心
、
安
全
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
わ

け
で
す
。
さ
て
、ダ
ム
湖
の
名
前
が「
名

水
稲
葉
ダ
ム
湖
」
に
決
ま
り
ま
し
た
。

竹
田
は
名
水
百
選
に
も
選
ば
れ
て
お

り
ま
す
が
、
何
も
し
な
い
で
こ
の
ま

ま
『
名
水
の
町
・
竹
田
』
が
続
く
の

か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
い
と
私

は
思
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
18
年
に
「
稲
葉
川
を
豊
か
で

き
れ
い
に
す
る
会
」
が
発
足
し
、
稲

葉
川
流
域
の
自
治
会
を
は
じ
め
、
商

工
会
議
所
、
竹
田
市
商
店
街
連
合
会
、

各
地
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
ほ
か
33
団
体

で
構
成
。
稲
葉
川
の
流
域
の
草
刈
り

や
清
掃
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
こ
そ
が
町
を
き
れ
い
に

し
ま
す
。
そ
し
て
、
町
自
体
を
き
れ

い
に
す
る
こ
と
は
、
竹
田
の
「
名
水

の
町
」
が
続
く
絶
対
条
件
と
同
時
に
、

町
の
活
性
化
に
繋
が
る
と
私
は
考
え

て
お
り
ま
す
。

集
落
か
ら
の
提
案
型
地
域
づ
く
り

　

パ
ネ
リ
ス
ト　

渡
辺　

忠
行

（
稲
葉
ダ
ム
対
策
協
議
会
会
長
）

　

今
は
水
没
し
て
い
る
場
所
に
相
ヶ

鶴
と
い
う
小
さ
な
集
落
が
ご
ざ
い
ま

し
た
。
そ
の
町
の
な
か
に
明
治
13
年

に
建
設
さ
れ
た
、
石
積
み
竹
瓦
葺
屋

根
の
建
物
「
石
蔵
」（
旧
久
住
町
指
定

文
化
財
）
が
あ
り
、
貴
重
な
文
化
財

の
た
め
隣
の
集
落
の
「
白
丹
町
」
に

「
相
ヶ
鶴
井
手
家
の
石
蔵
」
と
し
て
移

★

★

★

★
★

ひょうたん島公園

阿鹿野大橋

あじさい加工所

名水稲葉ダム湖

稲葉ダム

県
道
白
丹
竹
田
線至　竹田市街地 ↙
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転
復
元
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ダ
ム
工
事
に
対
し
て
、
大

変
な
残
土
が
出
ま
し
た
。
我
々
地
域

が
そ
れ
ま
で
に
、
要
件
の
悪
い
農
地

が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
残
土
を
こ

の
農
地
に
埋
め
、
そ
し
て
国
の
担
い

手
事
業
を
利
用
し
、
土
地
の
換
地
や

集
積
を
行
い
、
稀
に
み
る
よ
う
な
農

地
が
で
き
あ
が
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

う
い
っ
た
こ
と
も
ダ
ム
の
も
た
ら
し

た
地
域
づ
く
り
の
一
環
だ
と
捉
え
て

お
り
ま
す
。

　

今
後
の
取
り
組
み
で
す
が
、
地
形

を
生
か
し
て
「
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク

大
会
」
や
四
季
折
々
の
花
を
楽
し
み

な
が
ら
の
「
俳
句
会
」
な
ど
を
企
画
中
。

他
に
も
宮
城
周
辺
に
は
１
０
０
年
以

上
経
っ
た
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
が
何
本
も

あ
り
ま
す
。
農
産
加
工
所
、
出
会
い

温
泉
な
ど
、
地
域
の
マ
ッ
プ
を
作
っ

て
、
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
に
ダ
ム
を
生
か
す
の
は
、
そ

の
周
辺
に
住
む
我
々
の
役
割
で
す
。

何
か
を
考
え
、
何
か
に
取
り
組
み
な

が
ら
自
分
達
に
で
き
な
い
こ
と
は
行

政
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
も
ら
う
。

　
『
集
落
か
ら
の
提
案
型
地
域
づ
く

り
で
な
け
れ
ば
、
長
続
き
は
し
な
い
。

誰
か
が
す
れ
ば
誰
か
が
つ
い
て
く
る
』

と
い
う
の
は
私
の
信
念
で
す
。
１
人

が
す
れ
ば
必
ず
協
力
し
て
く
れ
る
人

が
現
れ
る
の
で
す
。

　

た
だ
し
集
落
で
全
部
や
ろ
う
と
す

れ
ば
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
、
限

度
が
あ
り
ま
す
。
限
度
を
超
え
た
分

は
、
県
や
市
に
協
議
を
重
ね
て
、
お

願
い
を
し
な
が
ら
、
地
域
を
活
性
化

し
て
い
く
の
で
す
。

　

今
、
集
落
を
ど
う
に
か
し
な
け
れ

ば
、
竹
田
の
中
山
間
地
は
目
に
見
え

て
衰
退
を
し
て
い
く
の
で
は
な
い
か

と
い
う
気
が
し
ま
す
。
何
で
も
い
い

か
ら
、
思
い
つ
い
た
こ
と
は
そ
の
場

で
実
行
し
、
口
で
は
な
く
、
行
動
で

理
解
し
て
も
ら
う
。
そ
れ
が
大
事
だ

と
思
い
ま
す
。

稲
葉
ダ
ム
に
続
く
流
域
連
携
を

　

パ
ネ
リ
ス
ト　

松
村
紅
実
子

（
国
土
交
通
省
水
源
地
域
対
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

　

筑
後
川
は
『
流
域
連
携
』
が
と
て

も
熱
心
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
稲
葉
川

も
竹
田
だ
け
で
は
な
く
て
、
豊
後
大

野
市
や
大
野
川
河
口
の
大
分
市
ま

で
、
そ
こ
ま
で
含
め
た
も
の
で
な
い

と
、
こ
の
地
区
だ
け
で
は
絶
対
ダ
メ

か
な
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
い
ろ
ん
な
意
味
で
竹
田
を

知
ら
な
い
人
は
全
国
で
も
い
な
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す

私
は
、
瀧
廉
太
郎
の
一
番
下
の
妹
さ

ん
の
お
掃
除
す
る
姿
を
見
か
け
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
大
分
市
の
家
の
近

く
を
よ
く
通
っ
て
い
ま
し
た
の
で
。

竹
田
は
「
瀧
廉
太
郎
」
の
こ
と
を
も
っ

と
宣
伝
し
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
。

「
荒
城
の
月
」
に
は
じ
ま
る
童
謡
唱
歌

の
世
界
。
私
も
歌
を
や
っ
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
市
を
越
え
て
、
流
域
の

連
携
を
保
ち
、
竹
田
・
稲
葉
ダ
ム
に

興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
組

織
を
作
っ
て
い
た
だ
き
た
い
な
と
思

い
ま
す
。

過
去
を
未
来
に
繋
ぐ
作
業
へ

　

パ
ネ
リ
ス
ト　

首
藤　

勝
次

（
竹
田
市
長
）

　

合
併
し
て
７
年
目
に
入
り
ま
し

て
、
こ
う
し
て
町
が
一
体
感
を
も
っ

て
、
被
災
地
で
あ
っ
た
旧
竹
田
市
の

悲
し
み
、
苦
し
み
を
克
服
し
て
い
こ

う
と
い
う
気
運
が
生
ま
れ
る
と
い
う

こ
と
を
と
て
も
あ
り
が
た
い
こ
と
だ

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
稲
葉
ダ
ム
が
完
成
し
て
、

旧
双
城
中
学
校
に
あ
り
ま
し
た
ダ
ム

の
事
務
所
が
撤
去
さ
れ
〝
再
生
の
拠

点
に
し
て
ほ
し
い
〟
と
い
う
申
し

出
を
い
た
だ
き
、
別
府
大
学
が
学
校

跡
地
利
用
に
、
竹
田
キ
ャ
ン
パ
ス
と

し
て
活
用
し
て
く
れ
る
こ
と
が
決
定

し
ま
し
た
。
学
生
た
ち
が
研
究
を
し
、

ま
た
現
地
で
交
流
が
で
き
る
と
い
う

拠
点
が
生
ま
れ
る
こ
と
は
、
非
常
に

素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

『
過
去
』
を
『
未
来
』
に
繋
い
で
い
く

と
い
う
作
業
が
も
う
す
で
に
始
ま
っ

て
い
る
の
で
す
。

お
金
を
か
け
ず
に
宣
伝
上
手
に
！

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

辻
野　
　

功

（
別
府
大
学
客
員
教
授
）

　

情
報
発
信
に
「
稲
葉
ダ
ム
」
を
用

い
て
い
た
だ
き
た
い
。
大
分
の
人
は

宣
伝
す
る
こ
と
が
得
意
で
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。
竹
田
は
上
手
な
方
か
と

思
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
お
金
を
か

け
ず
に
宣
伝
す
る
こ
と
で
す
。
大
分

民
放
で
も
何
で
も
「
こ
う
い
う
催
し

が
あ
り
ま
す
の
で
ぜ
ひ
取
材
に
き
て

く
だ
さ
い
！
」
と
、
だ
め
で
も
と
も

と
、
下
手
な
鉄
砲
数
打
ち
ゃ
当
た
る

と
い
う
覚
悟
で
や
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。
お
金
か
け
ず
に
マ
ス
コ
ミ
を
活

用
す
る
広
報
に
、
意
を
徹
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
敬
称
略
）

稲葉ダムからはじまる、元気が出る里山づくり !!

安全・安心・みんななかよく！
　刈小野農産加工『あじさい』

（渡部千代美代表・10人）

　あじさいの菓子定番は、ゆでもちとまん
じゅう（酒・黒糖・高菜入り味噌）。惣菜ではこ
んにゃくずしが絶品。
　また、郷土の食材を使った薬膳料理も研究
中。あじさいの加工品は、市内では道の駅や
スーパーなどで販売してします。『安心・安全・
みんななかよく！』をモットーに毎日心を込
めて作っています。

パネリスト
松村紅実子

パネリスト
渡辺　忠行

パネリスト
島田　　晋

パネリスト
後藤万壽郎

パネリスト
首藤　勝次

コーディネーター
辻野　功

〔敬称略〕
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東
日
本
大
震
災
に
学
ぶ
（
志
賀
秀
一
竹
田
市
仙
台
事
務
所
長
の
震
災
レ
ポ
ー
ト
）

　

平
成
23
年
３
月
11
日
、
14
時
46

分
。
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
ま

し
た
。
私
は
会
社
に
お
り
ま
し
た
が
、

グ
ラ
グ
ラ
と
揺
れ
始
め
た
の
も
束
の

間
、
す
ぐ
に
上
下
、
左
右
の
激
し
い

揺
れ
に
立
っ
て
い
ら
れ
な
い
状
態
で

し
た
。
天
井
や
床
が
抜
け
落
ち
て
し

ま
う
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、「
も

う
こ
れ
で
終
わ
り
だ
！
」
と
恐
怖
に

脅
え
た
３
分
半
で
し
た
。

　
地
震
の
規
模
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
９・０
。
国
内
最
大
、
世
界
第
４

位
と
超
大
型
で
、
こ
れ
に
よ
り
発
生

し
た
大
津
波
は
、
東
北
の
太
平
洋
岸

の
町
を
次
々
と
襲
い
、
壊
滅
状
態
に

さ
せ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
東
電
福
島

原
発
の
事
故
は
、
い
ま
だ
予
断
を
許

さ
な
い
状
況
に
あ
り
、
見
え
な
い
恐

怖
や
風
評
被
害
に
神
経
を
す
り
減
ら

す
日
々
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
あ
れ
か
ら
１
か
月
半
。
死
者
・
行

方
不
明
者
は
２
万
７
千
人
を
越
え
、

広
い
地
域
で
深
刻
な
被
害
が
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
甚
大
な

被
害
を
受
け
た
沿
岸
部
に
目
が
注
が

れ
て
い
ま
し
た
が
、
仙
台
市
の
内
陸

部
に
お
い
て
も
地
滑
り
や
住
宅
倒
壊

等
深
刻
な
被
害
が
起
き
て
い
ま
す
。

　
今
の
時
点
で
気
づ
い
た
こ
と
を
ご

報
告
し
ま
す
。

①
大
き
な
災
害
時
、
被
災
地
に
は
情

報
が
届
か
な
い
。
情
報
の
入
手
が

困
難
と
な
っ
た

　
地
震
発
生
直
後
か
ら
、
電
気
、
水

道
、
都
市
ガ
ス
等
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

が
断
た
れ
た
。
市
内
全
域
が
停
電
し
、

電
話
、
テ
レ
ビ
、
パ
ソ
コ
ン
、
暖
房

器
具
な
ど
こ
と
ご
と
く
使
用
不
能
と

な
っ
た
。
携
帯
電
話
は
長
期
間
通
話

不
能
と
な
り
、
充
電
が
で
き
な
い
た

め
外
部
と
の
連
絡
が
一
切
と
れ
な
い

状
態
と
な
っ
た
。

　
医
療
関
連
施
設
は
業
務
が
ス
ト
ッ

プ
し
、
治
療
や
投
薬
に
つ
い
て
の
情

報
等
が
全
く
入
ら
ず
、
不
安
を
増
長

さ
せ
た
。
ま
た
、
水
道
と
都
市
ガ
ス

も
市
内
全
域
で
供
給
停
止
と
な
り
、

飲
料
水
を
確
保
す
る
た
め
に
情
報
を

求
め
て
混
乱
し
、
そ
の
後
は
給
水
車

に
長
い
行
列
が
で
き
た
。
都
市
ガ
ス

は
長
期
間
ス
ト
ッ
プ
し
、
食
事
や
入

浴
等
が
制
限
さ
れ
不
自
由
な
状
態
が

続
い
た
。

②
食
料
や
生
活
物
資
の
入
手
が
長
期

間
不
可
能
と
な
っ
た

　
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
は
長
期
間

閉
店
が
続
き
、
食
料
や
生
活
物
資
を

求
め
て
混
乱
が
続
い
た
。
店
舗
の
破

壊
や
停
電
、
さ
ら
に
工
場
が
被
災
し

た
う
え
商
品
の
輸
送
が
不
可
能
と

な
っ
た
。
開
店
後
も
時
間
制
限
や
購

入
数
の
制
限
が
続
い
た
。

③
ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油
が
途
絶
え
た

　
津
波
で
精
油
所
設
備
が
使
用
不
能

と
な
り
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
車
も

２
０
０
０
台
が
失
わ
れ
た
た
め
、
ス

タ
ン
ド
に
は
肝
心
の
ガ
ソ
リ
ン
が
届

か
な
い
日
が
続
い
た
。
ド
ラ
イ
バ
ー

た
ち
は
避
難
や
食
料
調
達
の
た
め
、

油
を
求
め
て
何
時
間
も
ス
タ
ン
ド
に

並
び
、
市
内
は
渋
滞
と
な
り
大
混
乱

と
な
っ
た
。

　
④
最
も
頼
り
に
な
る
の
は
〝
人
的

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
〟
で
あ
る

　
災
害
に
直
面
す
る
と
ス
ト
レ
ス
が

溜
ま
り
気
持
ち
が
折
れ
そ
う
に
な
る

が
、
多
く
の
方
々
か
ら
の
連
絡
や
励

ま
し
が
力
に
な
っ
た
。〝
気
に
か
け

て
い
た
だ
い
て
い
る
〟
と
思
う
と
元

気
に
な
れ
る
。
や
は
り
、
普
段
か
ら

の
お
付
き
合
い
が
大
切
な
の
だ
と
つ

く
づ
く
思
っ
た
。

　
さ
て
、
最
後
に
竹
田
市
の
皆
さ
ま

に
御
礼
を
申
し
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

今
回
の
東
日
本
大
震
災
は
、
未
だ
余
震
が
続
き
、
予
断
を
許
さ
な
い
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。
竹
田
市
と
し
て
も
対
岸
の
火
事
と
せ
ず
、
常
に
危
機
管

理
を
徹
底
さ
せ
て
お
く
こ
と
が
何
よ
り
も
肝
要
で
す
。
被
災
地
で
あ
る
姉
妹

都
市
・
宮
城
県
仙
台
市
か
ら
志
賀
秀
一
竹
田
市
仙
台
事
務
所
長
の
『
震
災
レ

ポ
ー
ト
』
が
届
き
ま
し
た
の
で
、
市
民
の
皆
様
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

最
大
の
頼
り
は
、
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

助け合い、支え合おう。今こそ、恩返しの時

　『東日本大震災の被災者支援に係る義援金』の受付状況のお知らせ
によりご支援いただいた皆様へのお礼に代えさせていただきます。 

集計額　１３，５４６，９６９円　（平成23年４月15日現在）
竹田市　　　　

温かいご支援をいただき、誠にありがとうございます

↑被災状況（仙台市若林区荒浜）  ３月20日撮影
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震
災
直
後
に
市
民
の
皆
さ
ま
方
の

お
気
持
ち
を
仙
台
市
へ
お
届
け
い

た
だ
い
た
こ
と
に
対
し
て
で
す
。
お

米
、
飲
料
水
、
衣
料
品
等
を
大
型
ト

ラ
ッ
ク
で
運
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

１
０
０
０
キ
ロ
以
上
離
れ
た
竹
田
市

か
ら
来
て
い
た
だ
く
だ
け
で
も
た
い

へ
ん
な
こ
と
な
の
に
、
断
水
状
態
に

あ
る
被
災
地
の
こ
と
を
考
え
抜
き
、

無
洗
米
を
用
意
し
て
く
だ
さ
っ
た
の

で
す
。
こ
の
想
像
力
は
す
ご
い
。
ま

さ
に
、
こ
れ
こ
そ
〝
竹
田
の
地
域
遺

伝
子
〟。〝
ま
ご
こ
ろ
〟
と
は
こ
う
い

う
こ
と
な
の
だ
と
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
首
藤
市
長
に
は
「
人
と
人
、
人
と

物
が
出
会
う
の
に
決
し
て
偶
然
は
な

い
。
由
あ
る
か
ら
出
会
う
の
だ
。
こ

う
い
う
縁
を
い
た
だ
け
る
の
だ
。」

と
〝
有
由
有
縁
〟
の
意
味
を
教
え
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
回

改
め
て
こ
の
言
葉
を
噛
み
し
め
て
お

り
ま
す
。
竹
田
市
と
の
ご
縁
は
〝
必

然
〟
で
あ
る
と
理
解
し
、
感
謝
の
気

持
ち
で
こ
の
ご
縁
を
一
層
深
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
、
本
当
に
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

竹
田
市
仙
台
事
務
所
長　
志
賀
秀
一

（
㈱
東
北
地
域
環
境
研
究
室
代
表
） 

【名　称】竹田市公民館竹田分館〔旧一味楼〕
【所　在】竹田市大字竹田1918-1、1918-2、1919-1
【構造及び形式】木造２階建て　【大きさ】延べ床面積486.43㎡
【沿　革】大正２年頃　　料亭「一味楼」として建設

昭和42年１月　所有者から土地建物が寄贈。「一味会館」
として市民に開放

昭和48年２月　社会福祉協議会事務局が入り管理
昭和48年８月　「老人憩いの家」と改称
昭和57年７月　集中豪雨により被災（１階床上浸水）
平成２年７月　集中豪雨により被災（１階床上浸水）
平成８年２月　竹田市公民館竹田分館として、利用され

現在に至る

　
式
典
で
は
「
町
に
賑
わ
い
が
創
出

で
き
る
場
所
と
な
る
よ
う
期
待
し
た

い
」
と
、
首
藤
勝
次
市
長
が
あ
い
さ

つ
。
続
い
て
、
建
築
に
関
わ
っ
た
施

行
業
者
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
建
物
の
特
徴
は
、
近
代
和
風
建
築

に
見
ら
れ
る
銘
木
を
用
い
て
お
り
、

特
に
２
階
大
広
間
で
は
、
長
さ
８

間
（
15
㍍
）
に
及
ぶ
１
丁
材
の
棹さ
お

縁ぶ
ち

と
長
押
は
杉
の
面
皮
と
し
、
縁え
ん

桁げ
た
で

は
さ
ら
に
長
く
９
間
（
17
㍍
）
の
杉

丸
太
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、

１
階
の
個
室
で
は
桐
を
造
作
材
に
多

様
す
る
な
ど
、
随
所
に
竹
田
市
を
代

表
す
る
近
代
和
風
建
築
の
特
徴
を
表

し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
工
事
は
耐
震
診
断
の
結
果

に
基
づ
き
、
基
礎
、
壁
、
床
面
等
を

補
強
。
保
存
修
理
工
事
と
し
て
、
２

階
建
の
主
屋
と
西
側
に
あ
る
共
同
調

理
室
棟
と
の
繋
ぎ
部
分
を
対
象
と
し

ま
し
た
。
復
元
の
方
針
は
、
料
亭
と

し
て
の
価
値
を
重
視
し
、
玄
関
及
び

１
階
座
敷
各
部
屋
と
２
階
大
広
間
を

主
に
復
元
対
象
と
し
ま
し
た
。
総
事

業
費
は
６
４
０
０
万
円
。

　
ま
た
、
竹
田
分
館
所
管
の
体
育
館

も
改
修
が
行
わ
れ
、
屋
根
の
改
修
や

耐
震
補
強
等
の
工
事
（
総
事
業
費

２
５
０
０
万
円
）
の
完
成
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

助
け
合
い
の
精
神
が

　
　

  

生
ま
れ
る
場
所
に

　
竹
田
分
館
は
拠
点
施
設
と
し
て
地

区
内
外
の
利
用
者
も
多
く
、
年
間
延

べ
１
万
２
千
人
、
約
50
の
団
体
が
利

用
し
て
い
ま
す
。
会
議
や
サ
ー
ク
ル

活
動
を
は
じ
め
、
様
々
な
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
同
時
に
、
過
去
大
水
害
の
現
場
と

な
っ
た
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。
元
竹

田
市
消
防
長
の
経
歴
を
持
つ
、
吉
野

清
竹
田
分
館
長
は
次
の
よ
う
に
語
り

ま
し
た
。

　
「
災
害
の
現
場
に
お
い
て
は
、
人
間

関
係
が
で
き
て
い
な
い
と
連
携
が
う

ま
く
い
か
な
い
。
今
後
も
研
究
を
重

ね
て
、
竹
田
分
館
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
、
地
域
の
み
な

さ
ん
が
積
極
的
に
使
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
な
れ
ば
い
い
と
思
う
」

　
公
民
館
は
、
地
域
住
民
の
結
び
つ

き
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
場
と
し
て
も
重

要
な
拠
点
と
な
り
ま
す
。
今
後
も
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
『
助
け

合
い
の
精
神
』
が
生
ま
れ
育
つ
場
所

と
な
る
よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
。

↑復元された大きな間取りの玄
関、格天井や石敷きの床

↑地域に幅広く利用されている
竹田分館

　竹田市公民館竹田分館及び体育館改修工事の完成記念
式典が４月�0日、竹田分館２階大広間で行われ、関係者
及び旧一味楼所有者の家原清さんら約�00名が出席し、
再生された分館の完成を祝いました。

竹田分館がリニューアル！
近代和風建築の料亭「一味楼」を復元
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笠
り
ゅ
う

青せ
い

峰ほ
う

先
生
と
の
再
会

　

突
然
な
が
ら
、『
本
を
読
み
な
が
ら
寝
入
っ
て
し
ま
う
と
、

眼
鏡
を
見
失
い
、
気
が
付
い
て
み
る
と
肩
の
下
で
圧
迫
死
、
つ

ま
り
著
し
く
変
形
し
て
し
ま
っ
て
い
た
』と
い
う
経
験
は
少
な

か
ら
ず
、
あ
る
。

　
実
は
、
つ
い
先
日
も
そ
ん
な
失
態
を
や
っ
て
の
け
て
、
や
む

な
く
眼
鏡
店
に
出
か
け
ざ
る
を
得
な
い
は
め
に
な
っ
た
。

　
折
角
の
休
日
が
と
、悔
や
ん
で
み
る
も
の
の
自
業
自
得
。早
々

に
用
事
を
済
ま
せ
て
早
々
に
帰
路
に
就
い
た
。
帰
宅
し
て
み
る

と
、
家
人
か
ら
懐
か
し
い
知
人
の
名
前
が
。「
い
ま
、
前
の
喫

茶
店
に
お
ら
れ
る
は
ず
よ
」と
の
こ
と
。

　
そ
の
人
は
、
知
る
人
ぞ
知
る
著
名
な
日
本
画
家
、
笠
青
峰
先

生
で
あ
る
。
も
う
15
年
ほ
ど
前
に
な
ろ
う
か
、
あ
る
友
人
の
紹

介
で
ご
縁
を
い
た
だ
い
た
。
以
来
、
湯
布
院
に
あ
る
ア
ト
リ
エ

に
お
邪
魔
し
て
コ
ン
サ
ー
ト
を
楽
し
ん
だ
り
、
ワ
イ
ン
を
飲
み

交
わ
し
た
り
。
と
に
か
く
文
化・芸
術
の
世
界
で
幅
広
く
ご
活

躍
、
そ
し
て
友
人
知
人
も
各
界・各
層
に
及
ぶ
。

　
今
回
は
岡
城
の
桜
の
取
材
、
つ
ま
り
ス
ケ
ッ
チ
の
た
め
に
出

か
け
ら
れ
た
の
だ
と
言
う
。「
い
つ
も
気
に
な
っ
て
い
た
の
で

す
が
、
今
回
日
本
生
命
の
カ
レ
ン
ダ
ー
の
絵
を
担
当
す
る
こ
と

に
な
っ
て
、
春
の
暦
に
是
非
と
も
岡
城
の
桜
の
風
景
を
描
き
た

い
と
思
っ
た
の
で
す
」と
笠
先
生
。

　
日
本
生
命
の
カ
レ
ン
ダ
ー
と
言
え
ば
、
日
本
を
代
表
す
る
と

言
っ
て
い
い
ほ
ど
の
歴
史
と
風
格
が
宿
る
。
毎
年
20
万
部
が
作

成
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
担
当
し
た
画
家
も
超
一

流
の
方
々
ば
か
り
。
か
の
東
山
魁
夷
、
加
山
又
造
、
そ
し
て
笠

先
生
が
尊
敬
す
る
前
田
青
邨
ら
。
し
か
し
、
で
あ
る
。
か
っ
て

複
数
回
担
当
し
た
画
家
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
と
い
う
の
に
、
笠

先
生
は
今
回
が
３
回
目
。
そ
の
実
力
が
い
か
に
す
ご
い
か
を
物

語
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。

　
久
し
ぶ
り
の
再
会
と
、
今
回
の
テ
ー
マ
に
竹
田
市
を
採
用
し

て
い
た
だ
い
た
喜
び
が
重
な
っ
て
会
話
も
は
ず
む
。
竹
田
市
の

文
化
資
源
の
高
さ
は
す
で
に
ご
認
識
の
様
子
で
あ
っ
た
が
、
先

に
発
刊
し
た『
文
化
読
本・竹
田
の
月
』を
こ
と
の
ほ
か
喜
ば
れ

た
。
竹
田
の
文
化
の
奥
深
さ
に
感
じ
入
っ
て
い
た
だ
い
た
の
で

あ
る
が
、
同
時
に
来
年
、
岡
城・城
下
町
は
４
０
０
年
祭
を
迎

え
る
こ
と
を
お
伝
え
す
る
と
先
生
の
目
が
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
き
始

め
た
。「
時
間
の
巡
り
合
わ
せ
に
感
謝
し
た
い
で
す
ね
。
久
し

ぶ
り
に
お
逢
い
で
き
て
良
か
っ
た
。
創
作
意
欲
が
高
ま
り
ま
し

た
」と
の
お
言
葉
を
頂
戴
し
た
。
当
方
も
で
あ
る
。
眼
鏡
事
件

が
な
け
れ
ば
、
予
定
し
て
い
た
市
内
訪
問
で
夜
の
帰
宅
に
な
っ

て
い
た
で
あ
ろ
う
し
、
帰
宅
が
30
分
遅
れ
て
い
た
ら
、
こ
の
場

は
生
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
だ
。

　
も
の
ご
と
と
の
出
会
い
、
人
と
人
の
出
会
い
は
偶
然
で
は
な

い
。
由
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。

　

昭
和
27
年
の
秋
、
竹
田
市
を
訪
れ
た
川
端
康
成
先
生
が
揮

毫
し
た『
有
由
有
縁
』の
言
葉
が
そ
の
ま
ま
よ
み
が
え
る
時
間
で

あ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
何
よ
り
心
に
残
る
示
唆
を
い
た
だ
い
た
。「
竹
田

市
は
記
録
に
残
っ
て
い
る
町
で
も
あ
り
ま
す
が
、
大
切
な
の
は

人
々
の
記・

憶・

に
残
る
魅
力
的
な
町
へ
と
進
化
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
う
の
で
す
」と
言
う
私
に
対
し
て
、「
画
家
は
記
録
に

頼
ら
ず
、
記・

憶・

に
残
す
た
め
に
ス
ケ
ッ
チ
す
る
の
で
す
。
写
真

で
は
映
し
出
せ
な
い
感
動
を
、
心
に
ス
ケ
ッ
チ
す
る
の
で
す
」

と
笠
先
生
。

　
満
開
の
岡
城
の
桜
が
、
最
高
の
美
を
も
っ
て
こ
の
画
家
を
迎

え
て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
た
い
。

　

来
年
の
４
０
０
年
祭
を
祝
う
か
の
よ
う
な
作
品
の
完
成
が
、

い
ま
か
ら
楽
し
み
で
あ
る
。

竹田市のホームページ「こんにちは市長です」
（URL）http://www.city.taketa.oita.jp/mayor/

←満開の岡城の桜 市長コラム
〈第22回〉

↑写真中央が吉岡幸雄氏

「染司よしおか」５代目当主吉岡幸雄氏を表敬訪問
　首藤勝次市長、加藤正義議長、外関係者が３月21日、染色家の吉岡幸雄さん宅を 
表敬訪問しました。吉岡さんは、京都の「染司よしおか」の５代目当主として、代  々伝
統的な染色法による豊かな日本の色を探求。古代色の復元と技法を研究した古代染 色
では、日本の第一人者であります。
　平成14年に行われました奈良東大寺大仏開眼1250年の法要において、吉岡氏の提
案により竹田市で栽培された紫根を使って染められた法衣を贈呈し、さらに、国文学、
国宝修復など幅広い分野に貢献されています。昨年は、日本文化の伝統など、 最も清
新かつ創造的な功績に対して贈られる『菊池寛賞』の受賞をはじめ、全国で活躍をして
います。
　また、吉岡さんは紫根を栽培に取り組む市内志土知の「農事組合法人紫草の里営農
組合」をたびたび訪れ、紫根栽培方法などの指導をしています。今回の表敬訪問は、
竹田市と深い繋がりのある吉岡さんに、あらためてその偉大さを感じさせられました。

有由有縁（ゆうゆゆうえん）
　文豪川端康成が晩年、よく揮毫したのが『有由有縁』。人との出会いや物事との接点
が生まれるのは、偶然ではなく、それなりの理由が働くからであるという意味。
　昭和27年、取材旅行を兼ね、友人高田力蔵の案内で竹田市を訪れ、竹田高校で講演
した川端との縁は、まさに目には見えない力だけれど、神の配剤としか思えない。
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森
も り

　　緑
みどり

今月のひと

都
会
か
ら
の
若
い
移
住
者
を

こ
の
ま
ち
に
い
っ
ぱ
い
連
れ
て
き
た
い
！

大分・竹田市発見フリーマガジン『竹田で遊ぼ』を発行した

　
地
域
外
の
人
材
を
積
極
的
に
誘
致
し
、
定

住
を
図
る
こ
と
で
、
地
域
力
の
向
上
を
図
っ

て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
と
し
て
、
当
市
か
ら
委
嘱
を
受
け
昨

年
７
月
か
ら
活
動
し
て
い
る
埼
玉
県
出
身
の

森
緑
さ
ん
。

　
自
分
が
食
べ
る
も
の
を
自
分
で
作
れ
な
い

の
は
お
か
し
い
と
、
長
年
の
希
望
だ
っ
た
田

舎
暮
ら
し
を
す
る
た
め
に
日
本
各
地
を
巡

り
、『
温
泉
』『
水
が
美
味
し
い
』『
山
が
あ
る
』

と
い
う
基
準
を
ク
リ
ア
し
て
、
辿
り
つ
い
た

の
が
「
竹
田
」
だ
っ
た
の
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
９
か
月
経
過
し
、
東
京
で
Ｄ
Ｔ

Ｐ
関
係
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と
を
活
か
し

て
、
移
住
者
向
け
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
イ
ベ

ン
ト
Ｐ
Ｒ
ビ
デ
オ
な
ど
を
制
作
。
そ
し
て
こ

の
春
、
観
光
客
の
大
動
脈
と
な
る
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ａ

Ｒ
Ｏ
バ
ス
の
運
行
を
記
念
し
て
、
竹
田
の
み

な
さ
ん
が
Ｐ
Ｒ
す
る
時
に
利
用
し
て
い
た
だ

こ
う
と
、フ
リ
ー
マ
ガ
ジ
ン
「
竹
田
で
遊
ぼ
」

を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　
「
思
っ
て
い
た
以
上
に
、
水
や
食
べ
物
、

空
気
も
美
味
し
い
。
人
も
み
な
さ
ん
穏
や
か

な
方
が
多
い
で
す
ね
」
と
笑
顔
で
話
す
森
緑

さ
ん
。
そ
の
名
前
と
同
じ
く
、
自
然
が
豊
富

な
こ
の
町
で
叶
え
た
い
『
夢
』
を
お
聞
き
し

ま
し
た
。

　
「
都
会
か
ら
の
若
い
移
住
者
を
こ
の
ま
ち

に
い
っ
ぱ
い
連
れ
て
く
る
こ
と
で
す
」

　
大
好
き
な
竹
田
で
い
っ
ぱ
い
遊
ん
で
欲
し

い
と
い
う
思
い
を
込
め
た
フ
リ
ー
マ
ガ
ジ
ン

が
『
人
』
と
『
人
』
を
つ
な
ぐ
掛
け
橋
と
な

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（竹田市地域おこし協力隊員・38歳）

公
平
委
員
会
委
員
に
古
荘
氏

　
竹
田
市
公
平
委
員
会
委
員
に
、
古

荘
良
介
さ
ん
（
栃
原
）
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

　

前
任
者
の
辞
職
に
伴
う
も
の
で
、

任
期
は
平
成
25
年
６
月
13
日
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

古荘　良介さん

受け継がれる神の息づかい
　山村曜

よう

子
こ

さん（瓜作・25 歳）は、足利尊氏の
子孫の秀実が創立したという伝承が残る橘木神
社（荻町柏原）の宮司（父・隆則さん）を補佐
する禰

ね

宜
ぎ

として、日々のお務めに励んでいます。
　地元の高校を卒業後、東京の国学院大学別科
に進学。さらにお礼奉公として東京大神宮で４
年間修業を積み、昨年６月末に実家の後を継ぐ
ために帰郷。現在は、地域の神事などを執り行
い、住民の心に安らぎを与える役を担っていま
す。特技は雅楽（笙）の演奏。そして、名前に
は太陽系のパワーを得られるようにという両親
の思いが込められています。
　「仲執り持ち役（神職）をできることが嬉しい。
まだまだ未熟者ですが、誠心を持って神様に向
かわせていただいております」
　神の心を和ませて、そのご加護を願う曜子さ
んは、『神職』として初めての春を迎えました。

祝
のり

詞
と

を読むときは「神様に手紙を読むよう
な感じを心掛けている」という曜子さん　

くじゅうと祖母の山々に囲まれ、清らかな
湧水があふれる雄大な自然に身を任せてみ
ると、本当の自分に出会える町。『竹田で
遊ぼ』は無料。（年４回発行予定）→
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４
月
６
日
、
竹
田
市
が
推
進
す

る「
温
泉
療
養
保
健
制
度
」の
確
立
に
、

深
い
ご
理
解
を
示
さ
れ
、
株
式
会
社

バ
ス
ク
リ
ン（
代
表
取
締
役
社
長
兼

Ｃ
Ｅ
Ｏ
古
賀
和
則
）様
が
そ
の
推
進

の
た
め
に
１
０
０
万
円
の
ご
寄
付

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
併
せ
て
、

古
賀
社
長
を
竹
田
市
の
魅
力
を
多
く

の
人
に
伝
え
て
い
た
だ
く『
竹
田
特

命
大
使
』に
任
命
し
ま
し
た
。 

　

古
賀
社
長
は「
長
年
受
け
継
い
で

き
た
資
源
、
資
産
を
活
か
し
な
が

ら
、
健
康
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
い
う
思
い
が
今
回
の
制
度
の
適
用

な
の
だ
と
思
い
ま
す
。
何
と
し
て
で

も
成
功
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま

た
、
竹
田
特
命
大
使
は
、
竹
田
市
民

に
な
っ
た
つ
も
り
で
、
温
泉
文
化
の

情
報
発
信
を
精
一
杯
頑
張
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
」と
、そ
の
思
い
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　
『
特
命
大
使
』の
古
賀
社
長
に
は
任

命
証
、
名
刺
、
田
能
村
竹
田
の
印
譜

型
の
ピ
ン
バ
ッ
チ
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

（
今
年
３
月
の
廣
道
純
さ
ん
に
続
き

３
人
目
）

　
３
月
29
日
、
直
入
町
出
身
で
書
家

の
藤
本
篤
司
さ
ん
が
、「
第
41
回
日

本
美
術
展
覧
会
」（
日
展
）に
入
選
し

た
作
品『
さ
く
ら
』を
竹
田
市
に
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。

　
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
鑑
賞

し
て
い
た
だ
こ
う
と
、
現
在
市
役
所

本
庁
１
階
の
ロ
ビ
ー
に
展
示
し
て
い

ま
す
。（
写
真
右
が
藤
本
さ
ん
）

受け継いできた資源を活かして健康に
「株式会社バスクリン」が100万円を竹田市に寄付

↑竹田特命大使に任命されたバスクリン古賀社長。竹田市のＰＲをよろしくお願いします！

↑加藤亮さん（26歳）と児玉順平（26歳）さん〔写真左から〕

　昨年７月に創設した農村回帰関連補助事業のうち、
竹田市起業支援事業補助金を利用して起業した第１号

「ギャラリー＆カフェ傾く家」が４月１日、寺町にオー
プンしました。
　空き家を借り受けたのは、若き表現家の美術ユニッ
ト・オレクトロニカ（児玉順平さん・加藤亮さん）。屋号
の「傾く家」は文字通り、築70年の借家が傾いていたこ
とによるものですが、「もっと傾く視点を」との思いも
込められているそうです。
　「竹田には文化の土壌がある。新しい美術の流れを
起こし、町を盛り上げていきたい。また、ここに交流
の場としての機能を持たせたいと、児玉さんと加藤さ
んの２人は熱く語ってくれました。
　城下町・竹田の片隅から、新たな芸術文化の発信を
期待しています。

店内に並ぶオレクトロニカ
の作品　→
☆第１回企画展「文と像」
　（５／１～ 24）
営業日は土・日・月・火曜
11:00から日が暮れるまで
問オレクトロニカ
　TEL 090-6895-5986

竹田市企業支援事業補助金第１号

ギャラリー＆カフェ  傾く家  オープン

ご入学おめでとうございます！

　
４
月
12
日
、
市
内
13
校
で
新
１
年

生
を
祝
う
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

岡
本
小
学
校
で
は
２
名
の
新
１

年
生（
梶
原
大
基
く
ん
と
古
庄
謙
人

く
ん
）が
誕
生
し
、
19
名
の
在
校
生

が
温
か
く
歓
迎
を
し
ま
し
た
。
芝

田
ま
に
子
校
長
は「
聞
き
名
人・話
上

手・頑
張
る
１
年
生
に
な
っ
て
ね
」と

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
ま
し
た
。

藤本さんが日展入選作品を寄贈
　
河
野
哲
団
長
の
退
任
に
伴
い
、
竹

田
市
消
防
団
の
新
団
長
に
直
入
方
面

隊
長
の
佐
藤
和
徳
氏（
日
向・
56
歳
）

が
任
命
さ
れ
、
４
月
１
日
、
首
藤
市

長
が
辞
令
を
交
付
し
ま
し
た
。

　
大
震
災
の
捜
索
活
動
な
ど
、
消
防

団
に
対
す
る
活
動
範
囲
や
任
務
が
広

が
る
な
か
、「
安
心
安
全
」達
成
へ
の

更
な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
ま
す
。

新
団
長
に

  

佐
藤
和
徳
氏
を
任
命
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●身近な情報、ホットな話題をお寄せください。（総務課秘書広報係　☎ 63-1043　E-mail:taketa@city.taketa.lg.jp）

　
「
温
泉
療
養
保
健
制
度
」の
実
証
実

験
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
４
月

１
日
、
試
薬
品
製
造
の
分
野
で
予
防

医
学
の
発
展
を
め
ざ
す
、
株
式
会
社

キ
ュ
ー
メ
イ
研
究
所（
曲
泰
男
代
表

取
締
役
）の
竹
田
工
場
開
所
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
曲
社
長
は「
竹
田
を
拠
点
と
し
て
、

国
内
、
海
外
へ
羽
ば
た
い
て
ま
い
り

た
い
」と
挨
拶
を
述
べ
ま
し
た

  

姉
妹
都
市
を
結
ぶ
詩
聖
北
原
白
秋

の
ふ
る
さ
と
福
岡
県
柳
川
市
に
て
、

春
の
風
物
詩「
第
40
回
柳
川
流
し
雛

祭
」が
４
月
３
日
、
柳
川
橋
の
河
川

沿
い
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
40
回
記
念
式
典
に
は
、
当
市
か
ら

「
瀧
廉
太
郎
の
歌
を
う
た
う
会
」（
後

藤
誠
子
代
表・18
名
）が
ゲ
ス
ト
と
し

て
参
加
し
、「
荒
城
の
月
」（
原
曲
）

を
披
露
し
ま
し
た
。
後
藤
代
表
と
柳

川
流
し
雛
祭
実
行
委
員
会
会
長
の
宮

崎
房
子
会
長
は
第
１
回
か
ら
交
流
が

続
い
て
い
ま
す
。

　
竹
田
市
内
に
は
数
多
く
の
屋
外
彫

刻
作
品
が
あ
り
、
現
在
調
査
で
39
体

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
か
に
は

東
洋
の
ロ
ダ
ン
と
呼
ば
れ
た
朝
倉
文

夫
や
そ
の
兄
渡
辺
長
男
の
作
品
も
あ

り
、
竹
田
市
の
景
観
に
文
化
的
な
香

り
を
添
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
作
品
を
経
年
に
よ
る
劣

化
か
ら
守
り
、
歴
史
を
学
ぶ
き
っ
か

け
に
し
よ
う
と
、
４
月
16
日
、
大
分

大
学
田
中
修
二
研
究
室
の
指
導
の
も

と
、
岡
の
里
事
業
実
行
委
員
会
主
催

で
、『
屋
外
彫
刻
作
品
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
講
習
会
』が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今

回
は
第
１
回
目
と
し
て
、
中
央
公
民

館
前
の
朝
倉
文
夫
作
品「
生
誕
」像
を

対
象
に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
及
び
講
習
を

行
い
、
約
25
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

像
は
約
４
時
間
の
作
業
に
よ
っ
て
、

設
置
さ
れ
て
40
年
の
深
み
を
残
し
つ

つ
、
見
違
え
る
よ
う
に
き
れ
い
に
な

り
ま
し
た
。

　

久
住
町
石
田
の
渡
邉
ハ
ツ
子
さ

ん（
70
歳
）が
民
謡
民
舞
九
州
地
区
大

会（
４
月
９
日
〜
10
日・熊
本
県
人
吉

市
）に
出
場
し
、
尺
八
の
音
に
あ
わ
せ

「
久
住
高
原
の
唄
」を
熱
唱
し
ま
し
た
。

　
翁
松
の
部
で
優
勝
し
た
渡
邉
さ
ん

は
、
総
合
優
勝
の
座
こ
そ
逃
し
た
も

の
の「
尺
八
の
部
門
で
九
州
一
に
な

れ
た
の
は
夢
の
よ
う
で
、
本
当
に
嬉

し
い
。
後
に
な
っ
て
素
晴
し
い
成
績

だ
っ
た
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
が
ん
ば
り
ま
す
」と
将
来

へ
の
意
気
込
み
も
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

『久住高原の唄』で九州大会優勝
渡邉ハツ子さんが

清らかな流れのように
 ～姉妹都市・柳川市と続く文化交流～

交流会で「瀧廉太郎
の歌をうたう会」と

「白秋をうたうコー
ラス蘭の会」と合唱

→

「キューメイ研究所」
開所式（岡本地区・三宅）

歴
史
の
美
し
い
輝
き
を
再
び

　「妄想しながらストーリーを考えるのが好きで、絵が描けないの
で小説家を目指しました」。竹田市在住（竹田高校卒業）の小説家・
狛
こま

沢
ざわ

大
ひろ

夢
む

さん(21歳)は昨年、自分の作品の評価を知りたいと思い、
インターネットから出版社に応募。その才能を認められ、小説「セ
リアンスロゥプ」で見事デビューのきっかけを掴みました。
　この作品に登場する獣

じゅう

人
じん

とは、伝承やフィクションに登場する人
型と、他の動物の外見を合わせ持つ『人物』。小説やゲームなどでは
主に脇役として登場しますが、狛沢さんの作品においてはこの『獣
人』に脚光を当てており、獣の能力を身体に宿し、異形の姿となる
獣人兵士たちが正義のために戦う、その活躍ぶりを描いています。
　また、物語に出てくる獣人兵士用の刀剣の名前が「臥

がぎゅう

牛」、所属
する部隊長が大のカボス好きだったりと、竹田にちなんだものが
さりげなく登場しています。
　最近は物語の中でキャラクターがひとり歩きを始め、日々作家
として自分が育てられていることを実感しているようです。
　「感想が聞きたいので、多くの市民のみなさんに読んでもらえた
ら嬉しいです」と輝く笑顔。今後の活躍に期待しましょう。

獣人が繰り広げる、新感覚バトルアクション
「セリアンスロゥプ」（文芸社）より５月発売！

ぜひ応援しましょう！

竹
田
市
在
住
の
若
き
小
説
家

 

狛こ
ま
ざ
わ沢
大ひ

ろ

夢む

さ
ん

小
説
家
デ
ビ
ュ
ー
！
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輪
の
援
支
た
え
越
を
境
国

を
籍
書
や
ム
バ
ル
ア
の
出
い
思
、
え
加
に
盤
基
会
社
の
ど
な
道
水
下
上
や
気
電
、
物
建
や
路

、
は
輪
の
援
支
た
け
向
に
興
復
地
災
被
、
今
。
も
心
い
か
温
の
々
人
て
し
そ
。
す
で
う
よ
た

。
た
し
ま
れ
く
て
け
届
を
さ
か
温
の
上
以
額
金
も
ち
た
人
友
の
ツ
イ
ド
る
す
と
め
じ
は
を
市

開
展
の
動
活
金
募
な
か
温
■

月
３

　

22

募
る
や
い
思
を
市
台
仙
市
都
妹
姉
の
市
田
竹

地
大
は
れ
そ
。
た
し
ま
れ
さ
始
開
が
動
活
金

か
ず
わ
ら
か
生
発
の
震

10

と
こ
の
り
か
ば
日

日
た
し
災
被
が
中
界
世
け
だ
れ
そ
。
た
し
で

い
と
た
い
で
い
注
を
し
差
眼
い
し
さ
や
に
本

で
聞
新
方
地
の
く
多
の
地
当
は
動
活
の
こ

　

ら
せ
寄
が
意
善
の
山
沢
、
れ
ら
げ
上
り
取
も

。
た
し
ま
れ

月
３
、
は
真
写

　

31

の
も
の
際
た
れ
訪
を
所
役
市
、
え
携
を
）
円

。
す
で

月
４

　

12

約
、
て
し
に
円
本
日
で
在
現
日

市
田
竹
、
り
お
て
れ
ら
め
集
が
円
万
０
６
３

予
る
す
金
送
へ
市
台
仙
、
後
金
入
に
座
口
の

姉
の
」
湯
前
御
「
館
化
文
養
療
泉
温
市
田
竹

　

月
５
で
」
カ
シ
ラ
ク
・
タ

29

れ
わ
行
で
ス
ウ
ハ
ア
ク
る
あ
に
内
設
施
同

　

付
寄
、
が
ど
な
部
一
の
益
収
。
す
で
」
本
日

。
す
で
定
予
る
れ
さ
金
送
て
し
と
金

コ
る
す
演
出
が
家
楽
音
む
含
を
ロ
プ
む
住
に

奏
演
。
す
で
会
奏
演
な
的
格
本
の
間
時
２
約

。
す
ま
れ
さ
露
披
も

物
り
贈
の
ら
か
と
さ
る
ふ
の
員
流
交
際
国
■

絵
に
め
た
の
達
供
子
の
地
災
被
、
が
達
供
子

々
品
た
れ
ら
贈
て
し
と
ル
ボ
ン
シ
の
運
幸

　

。
た
し
ま
れ
く
て
え
与
を
気
勇
と
望
希
、
は

イ
ド
た
れ
く
て
べ
伸
し
差
を
援
支
な
か
温

　

け
向
に
興
復
、
し
謝
感
ら
か
心
に
人
友
の
ツ

き
で
に
ち
た
私
、
が
と
こ
る
ね
重
を
力
努
た

←
営業組合（※）の皆さんとメロート市長（右端）、
ヒンダレ国際交流担当（前列右から 3番目）
※注：営業組合とは実業家が団結した協会です。

ツーリズム、商業、手工芸、サービス産業等の

経営者が加盟しています。
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の すすめ 「知産知消」とは、知人
が生産したものを、遠く
の知人を介して消費の輪
を広めていくことです。

知産知消
花水月発　竹田の観光関連情報

「エリアラボたけた」リニューアルオープン！
農村商社わかばが城下町の販売拠点施設として活用

　広報たけた４月号でお知らせのとおり、竹田市経済活性化
促進協議会が実施してまいりました厚生労働省の委託事業終
了に伴い、同事業で多くの市民や観光客に利用されてきまし
た「エリアラボたけた」が農村商社わかばにより、城下町の新
たな拠点施設として４月28日オープンしました。
　同施設では、竹田ブランドをめざすこだわり商品を販売する
ほか、小さなカフェとして休憩の場や、観光客へのインフォメー
ション機能などを併せ持つ施設として生まれ変わりました。
　周辺は観光関連施設や市民が利用する施設が多く、城下町
の新しい魅力スポットとして期待されています。市民の皆様
もお気軽にお立ち寄りください。

↑エリアラボたけた

新商品紹介（地産、地加、地消の商品づくり）

　このコーナーでは、厚生労働省の事業目的（パッケー
ジ事業、実現事業、グレードアップ事業）に沿い誕生した、
こだわり商品を紹介してまいりましたが、今回の掲載で
終了します。
　事業の終わりこそが真のスタート、竹田ブランドを目
指す新商品の販路拡大と、あとに続く商品開発を期待し
ています。
●お問い合せ
　竹田市経済活性化促進協議会　☎ 0974-6�-����
　ホームページ http://taketa-syokuiku.org/

五色山野草茶「腎・肝・心・肺・脾」
あじさい加工所　久住連山を望むダムサイトで、

人気の酒まんじゅうを手作りして
いるあじさい加工所では、薬膳の
効能を取り入れた５種類のブレン
ド茶「五色山野草茶」が生まれまし
た。
　四季を通じて健康を願うお母さ
んたちの愛情が詰まってます。（監
修：ふるさと薬膳研究家/新倉久美
子）

【販売場所】　道の駅竹田、道の駅
すごう、竹田温泉花水月他

どぶろく  こめんさけ
ニュー万福茶屋　良質な厳選米と竹田のまろやか

な地下水を使い、時間をかけて熟
成、発酵させ誕生したどぶろく。
民宿で提供する鹿や地鶏料理に合
うお酒を探した事がきっかけで研
究を重ねた賜（たまもの）。
　そのままでも、またカクテルに
しても飲みやすく、女性にも人気。

「酒心」とは姉妹品です。
【販売場所】　道の駅竹田、道の駅

すごう、竹田温泉花水月他

滋味だれ 滋味どれ（朝・夕）
板場合同会社　長湯温泉旅館の料理人５名で薬

膳料理やエノハの加工品開発に取
り組むグループ「板場合同会社」を
起業、「滋味どれ」は朝・夕で２種
類の味が楽しめ「滋味だれ」はお豆
腐など使い方はいろいろ、どちら
も料理人ならではの逸品。

【販売場所】　道の駅竹田、道の駅
すごう、竹田温泉花水月他

エリアラボで開催された竹田こだわ
り物産市の様子（H23.3.19 ～ 21）→

4/28
OPEN
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〜
景
観
研
究
の
立
場
か
ら
〜
〈
�7
〉

東
京
大
学
景
観
研
究
室
修
士
課
程
一
年

内
藤　

歩

　

僕
の
出
身
は
長
野
県
松
本
市
、
竹

田
と
同
じ
城
下
町
だ
。
周
囲
を
ぐ
る

り
と
山
に
囲
ま
れ
た
地
形
、
寒
暖
の

差
の
大
き
な
気
候
も
良
く
似
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
自
然
条
件
の
共
通
性
は
、

そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
の
性
質
も
近
い

も
の
に
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
市
民
レ

ベ
ル
の
教
育
や
文
化
活
動
に
熱
心
な

土
地
柄
も
、
竹
田
と
良
く
似
て
い
る
。

ま
ち
の
文
化
に
対
す
る
誇
り
の
高
さ

も
。
少
し
頑
固
な
と
こ
ろ
も
。

　

だ
が
、
高
校
時
代
の
自
分
は
、
そ

ん
な
気
風
が
大
嫌
い
だ
っ
た
。「
こ
こ

が
文
化
の
中
心
な
わ
け
が
な
い
。
井

の
中
の
蛙
じ
ゃ
な
い
か
。
早
く
外
に

出
た
い
。」
と
。

　

実
家
を
離
れ
て
東
京
で
暮
ら
し
、

今
で
は
満
員
電
車
に
も
、
ス
ー
パ
ー

に
並
ぶ
野
菜
の
値
の
高
さ
に
も
慣
れ

た
。
あ
と
は
、
物
も
人
も
集
ま
る
街
。

こ
ん
な
便
利
で
楽
し
い
街
は
他
に
な

い
。
あ
あ
、東
京
に
は
何
で
も
そ
ろ
っ

て
い
る
の
だ
。
そ
う
思
っ
て
い
た
。

　

昨
年
の
夏
と
秋
に
竹
田
を
訪
れ
、

自
分
の
中
で
何
か
が
変
わ
り
始
め
た
。

カ
ボ
ス
を
入
れ
た
お
い
し
い
焼
酎
も
、

太
陽
の
味
が
す
る
お
米
も
、
研
究
室

の
み
ん
な
で
流
れ
星
を
探
し
た
空
も
、

美
し
い
棚
田
の
風
景
も
、
調
査
か
ら

戻
っ
た
東
京
に
は
な
か
っ
た
。
そ
し

て
、
こ
れ
ら
の
美
し
い
も
の
た
ち
は
、

合
理
性
や
効
率
の
追
求
と
は
別
の
と

こ
ろ
に
あ
る
と
気
づ
か
さ
れ
た
。
僕

た
ち
が
調
査
の
中
で
発
見
し
た
「
情

感
」
を
生
む
風
景
、
そ
の
多
く
は
こ

の
よ
う
な
合
理
性
や
効
率
と
は
違
う

価
値
観
の
も
と
に
存
在
す
る
も
の
で

あ
っ
た
気
が
す
る
。
竹
田
の
農
村
を

調
査
し
、
沢
山
の
井
路
と
田
畑
を
目

に
し
た
。
分
け
入
る
の
さ
え
困
難
な

山
の
中
を
流
れ
る
水
、
手
作
業
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
急
な
斜
面
。
そ
こ
に

は
、
自
然
と
共
に
生
き
よ
う
と
す
る

確
か
な
意
思
、
魂
を
感
じ
た
。

　

今
、
日
本
中
の
「
地
方
」
で
こ
の

よ
う
な
情
感
あ
ふ
れ
る
、
美
し
い
風

景
は
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
。
実
家
に
帰

る
度
に
実
感
す
る
こ
と
だ
。

　

竹
田
の
高
校
生
の
皆
さ
ん
は
、
自

分
の
ま
ち
を
ど
う
思
っ
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。
竹
田
を
離
れ
る
人
も
い
る

に
違
い
な
い
。
彼
ら
が
都
会
で
の
暮

ら
し
に
疲
れ
た
と
き
に
、
心
の
よ
り

ど
こ
ろ
に
な
る
よ
う
な
、
お
帰
り
な

さ
い
と
迎
え
て
く
れ
る
、
そ
ん
な
風

景
を
残
し
た
い
。
そ
の
お
手
伝
い
が

出
来
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

久
住
小
学
校

　
こ
の
タ
イ
ト
ル
は
、
本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
で
す
。
こ
の

テ
ー
マ
の
具
現
化
と
し
て
「
オ
ア
シ

ス
で
つ
な
ご
う
三
つ
（
家
庭
・
学
校
・

地
域
）
の
輪
」
と
い
う
サ
ブ
テ
ー
マ

を
設
定
し
、
あ
い
さ
つ
運
動
を
活
動

の
中
心
に
位
置
付
け
て
き
ま
し
た
。

こ
の
背
景
に
は
、
す
す
ん
で
あ
い
さ

つ
を
す
る
子
ど
も
が
少
な
い
と
い
う

実
態
と
「
竹
田
市
教
育
の
町
Ｔ
Ｏ
Ｐ

運
動
」
に
も
掲
げ
ら
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
具
体
的
な
活
動
と
し
て
は
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
で
は
、
年
度
当
初
「
街
頭
交
通
安

全
あ
い
さ
つ
運
動
」
の
協
力
者
を
募

り
、
毎
月
２
回
（
１
日
・
15
日
）
学

校
近
く
の
４
か
所
で
交
通
指
導
と
あ

い
さ
つ
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
協

力
者
の
方
も
年
々
増
え
て
活
発
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
学
校
の
取
組
で
は
、
児
童
会
が
企

画
し
て「
全
校
児
童
あ
い
さ
つ
運
動
」

を
展
開
し
て
い
ま
す
。
以
前
は
、
役

員
だ
け
で
し
て
い
ま
し
た
が
、
全
校

児
童
が
あ
い
さ
つ
を
す
る
側
に
立
つ

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
共
通
理

解
を
図
り
改
善
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
大
変
あ
り
が
た
い
こ
と

に
、
毎
朝
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の

方
々
が
、
３
〜
４
か
所
に
立
っ
て
い

た
だ
き
子
ど
も
た
ち
に
声
を
か
け
て

く
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
地
域
ぐ
る
み
で
の
あ

い
さ
つ
運
動
の
お
か
げ
で
、
自
分
か

ら
す
す
ん
で
あ
い
さ
つ
を
す
る
子
ど

も
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
方
々
の
協
力
は
、

読
み
聞
か
せ
に
も
及
び
、
地
域
や
保

護
者
の
方
々
が
毎
月
２
回
朝
の
時
間

帯
に
子
ど
も
た
ち
に
楽
し
い
読
み
聞

か
せ
を
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
方
々
に
感
謝
の
気
持

ち
を
伝
え
よ
う
と
、今
回
初
め
て「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
感
謝
す
る
集

い
」
を
企
画
し
ま
し
た
。
学
年
代
表

が
感
謝
の
思
い
を
伝
え
、
学
校
か
ら

は
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
現
在
の
学
校
は
、
地
域
の
方
々
の

協
力
な
く
し
て
学
校
は
成
り
立
た
な

い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も

家
庭
や
地
域
の
方
々
と
の
連
携
を
強

化
し
て
い
き
な
が
ら
「
人
間
性
豊
か

な
子
ど
も
」
を
育
て
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
秦　
伴
秋
）

「
家
庭
・
学
校
・
地
域
ぐ
る
み
で

人
間
性
豊
か
な
子
ど
も
を
育
て
る
」

↑街頭交通安全あいさつ運動

↑全校児童あいさつ運動
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竹
田
市
で
は
、
地
域
で
母
子
の
健

康
づ
く
り
と
子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
く
た
め
、
各
地
区
に
１
名
、
計

19
名
を
母
子
保
健
推
進
員
に
委
嘱
し
、

活
動
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
母
子
保
健
推
進
員
は
、
妊
婦
教
室

や
乳
幼
児
健
診
に
つ
い
て
対
象
者
に

電
話
で
お
知
ら
せ
し
た
り
、
出
生
児

の
家
庭
を
訪
問
し
、
絵
本
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
や
育
児
の
相
談
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
健
診
で
の
介
助
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　
母
子
保
健
推
進
員
に
は
守
秘
義
務

が
あ
り
、
相
談
の
内
容
や
情
報
が
他

に
漏
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
安

心
し
て
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
で
き

る
こ
と
を
願
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
地
域
の
母
子

保
健
推
進
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
今
年
度
の
が
ん
検
診
の
項
目
及
び

対
象
は
次
の
と
お
り
で
す
。

近
年
、
若
年
層
の
が
ん
罹
患
率
が
上

昇
し
て
い
る
こ
と
を
受
け
て
対
象
年

齢
を
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　
が
ん
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の

た
め
、
年
１
回
の
が
ん
検
診
の
受
診

を
習
慣
化
し
ま
し
ょ
う
。

竹 田 市 健 康 増 進 課  ☎6�-48�0
荻支所いきいき市民課  ☎68-����
久住支所いきいき市民課  ☎76-����
直入支所いきいき市民課  ☎75-��4�

母
子
保
健
推
進
員
で
す
！

今
月
の〔

食
育
〕レ
シ
ピ

新緑野菜のサラダ【作り方】
１．アスパラガスは根元から４cm 程

度皮をむく。さやいんげんは筋を
取る。ザルに入れ、軽く塩をまぶ
し、蒸気の上がった蒸し器で色よ
く蒸し上げる。さっと扇いで冷ま
し、斜め切りにする。

２．新玉ねぎは薄切りし、レモン汁
をまぶしておく。

３．白ゴマは煎ってすり鉢ですり、
薄口醤油を混ぜ、材料を和える。
最後にオリーブ油を回しかける。

〈今月の食材〉アスパラガス

〈材料〉４人分
　アスパラガス　　４本　　
　さやいんげん　　８本
　塩　　　　　　　少々
　新玉ネギ　　　　40ｇ
　レモン汁　　　　大さじ２

薄口醤油　　　　小さじ１
白ゴマ　　　　　大さじ１
オリーブ油　　　小さじ１

　アスパラガスにはその名前の由来となったアミノ酸の一
種であるアスパラギン酸が多く含まれ、新陳代謝やタンパ
ク質合成を高め、滋養強壮や疲労回復に効果があります。
カロテン、ビタミンＥ、ビタミンＣを同時に摂取出来るため、
抗酸化作用が高く、老化やガンの抑制、美容効果が期待で
きます。特に穂先部分にはルチンという成分が含まれ、血
管を丈夫にし、高血圧や動脈硬化の予防に効果があります。
また細胞分裂や赤血球をつくるのに必要な葉酸を含むので、
貧血気味の方や妊娠中の方にお勧めです。収穫したら早め
に処理するようにし、さっと茹でての冷凍も可能です。
　日光を当てずに栽培するホワイトアスパラガスはヨー
ロッパで “ 春の貴婦人 ” として喜ばれます。市内ではドイツ
と姉妹都市交流が長い直入地域で主に栽培されています。

よろしく
お願いします

が
ん
検
診
の
対
象
年
齢
を

拡
大
し
ま
し
た

平成��年度　がん検診の項目及び対象者
下線部分について対象年齢を拡大しています

検診項目 内　　容 ※対　　象
肺 が ん 結 核 レ ン ト ゲ ン 撮 影 30歳以上
肺 が ん（ 喀 た ん ） た ん の 採 取 40歳以上の要注意者
胃 が ん バ リ ウ ム 検 査 30歳以上
大 腸 が ん 便 の 採 取 30歳以上
子 宮 が ん 頚 部 の 細 胞 診 20歳以上

乳 が ん マンモグラフィー 40歳以上
超 音 波 30歳以上

前 立 腺 が ん 血 液 検 査 50歳以上
※注）年齢はH24.3.31満年齢です

平成��年度　母子保健推進員
地区 氏名 自治会
竹田 川合　節子 殿町
岡本 大塚美恵子 羽恵
明治 舩越きよか 上平田
豊岡 工藤　信子 鏡
玉来 工藤　明美 東
松本 佐田　繁子 栃鶴
入田 堀　　敏子 笹尾
嫗岳 後藤　美臣 吐合
宮砥 堀　　惠子 瀬の口
菅生 大塚　敏江 戸上南
宮城 堀　　和子 上坂田西
城原 甲斐　祐子 上深迫
荻 森　　末子 馬場

柏原 後藤ふき子 西福寺
久住 渡辺世津子 新町
白丹 佐藤　信子 杉の原
都野 田中シズカ 古屋敷
長湯 大塚　清美 栃原

下竹田 小代　京子 梶屋
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２　
　
　
　

竹
田
・
博
多
間
直
行
バ
ス
『
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｏ
号
』
が
運
行
開
始

４　
　
　
　

水
恩　

先
人
た
ち
の
遺
徳
を
称
え
て 

／
ま
る
ご
と
博
物
館

６　
　
　
　

稲
葉
ダ
ム
か
ら
は
じ
ま
る
、
元
気
が
出
る
里
山
づ
く
り
! !

８　
　
　
　

東
日
本
大
震
災
に
学
ぶ　

　
　
　
　
　
　

最
大
の
頼
り
は
、
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

10　
　
　
　

市
長
コ
ラ
ム
22
『
有
由
有
縁
』

  

【
別
冊 

た
け
た
ん
情
報
】  

竹
田
市
の
こ
よ
み

11
～
18　
　

Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｔ
Ａ
Ｎ 

Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｅ　

今
月
の
ひ
と
（
森
緑
）
／
ま
ち
の

話
題
／
国
境
を
越
え
た
支
援
の
輪
・
国
際
カ
ル
チ
ャ
ー
・
ポ
プ
リ

／
知
産
知
消
の
す
す
め
／
ぼ
く
た
ち
・
わ
た
し
た
ち
の
学
び
舎
（
久

住
小
学
校
）
／
竹
田
雑
感
／
保
健
だ
よ
り
／
食
育
レ
シ
ピ
／
／
図

書
館
情
報
／
誕
生
お
め
で
と
う
／
プ
ク
サ
ン

31　
　
　
　

ふ
る
さ
と
風
韻
（
上
原
辰
之
）

32　
　
　
　

郷
土
の
植
物
／
す
く
す
く
１
歳
／
現
役
バ
リ
バ
リ
宣
言
！

■竹田市立図書館
  TEL・FAX 63-1048
■荻図書室（荻みらい館内）
  TEL 68-2200 ・FAX 68-2057
■久住図書室
  TEL 76-0717・FAX 76-0724
■直入図書室
  TEL 75-2240・FAX 75-2231

図書館から
５月の
お知らせ

５月
日 月 火 水 木 金 土
� � � 4 5 6 7
8 9 �0 �� �� �� �4

�5 �6 �7 �8 �9 �0 ��
�� �� �4 �5 �6 �7 �8
�9 �0 ��

※カレンダー中の白抜きの日が
休館日です。

※５月５日㈭は開館します。

日時　５月18日㈬
　　　14:00～
場所　竹田市総合社会
　　　福祉センター

ブックスタート

今月の新刊ご案内
〔一般の本〕
・麒麟の翼　　　　　　　　　　　　　　東　野　圭　吾
・ばんば憑き　　　　　　　　　　　　　宮　部　みゆき
・一度は泊まりたい日本の宿　　　　　　渡　辺　淳　一
・17歳のドラッカー　　　　　　　　　  中　野　　　明
・頭の休ませ方　　　　　　　　　　　　矢　尾　こと葉
・放課後はミステリーとともに　　　　　東　川　篤　哉
・カササギたちの四季　　　　　　　　　道　尾　秀　介
〔子どもの本〕
・黒魔女さんが通る！Part13　黒魔女さんのバレンタイン　石　崎　洋　司
・ジャッキーのたからもの　　　　　　　あだち　な　み

ほか30冊ほど購入しました。

日時　５月11日㈬
　　　13:20～14:00
場所　竹田幼稚園

おはなしルーム

「司書おすすめの一冊」

「一刀斎夢禄」　上・下巻
浅田次郎（文藝春秋）

　浅田版新撰組の真骨頂！新撰組三
番隊長斎藤一。死に場所を求め、西
南戦争へ……血風録の中心にあった
男が語る、幕末維新と土方の遺影を
託された少年隊士の運命とは？
　西南戦争の舞台となった豊後竹田、
野村忍介率いる二千の軍の戦いの
さまが詳しく語られ、当時の情景が
蘇ってくるようです。ぜひ一読を！

「ユリシーズ　ムーアと時の扉」
金原瑞人 翻訳（学研パブリッシング）

今
月
の
読
み
聞
か
せ

誕
生
お
め
で
と
う

３
月
生
ま
れ

（
親
・
自
治
会
）

も  

く  

じ    

◇◇          

５
月
号

日時　毎週火曜日
　　　10:30～11:00
場所　竹田市立図書館
　　　えほんのへや

おはなしのへや

子どもの日の会の
おはなし会

日時　５月５日㈭
　　　10:30～11:30
場所　竹田市立図書館
　　　えほんのへや

　さあ、冒険の扉を開いてみよ
う！世界18カ国でミリオンセ
ラーの怒涛冒険ミステリーがつ
いに日本に上陸しました。「こ
の家はユリシーズ・ムーアの幽
霊にとりつかれているんだ」11
歳のふたごと友人の３人が挑む
洋館のなぞ、あなたには解ける
かな？
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竹田市は、夢と理想と志を思い起こさせるまちである。

　竹田市出身でご活躍の先輩方に、生まれ育ったまちの空気感に思いを馳せ、

　　自由に筆を走らせていただいた。いま自分の人生に風を吹かせながら…

　
大
阪
へ
出
て
来
て
早
や
50
年
を
迎

え
よ
う
と
し
て
い
る
。
九
州
の
ド
真

ん
中
に
近
い
竹
田
市
の
竹
田
商
業
高

校
を
卒
業
し
た
の
が
昭
和
33
年
３
月
、

臼
杵
市
の
フ
ン
ド
ー
キ
ン
醤
油
に
就

職
し
て
ま
る
３
年
後
の
36
年
３
月
26

日
、
大
阪
へ
職
を
求
め
て
来
阪
し
た

の
で
あ
る
。

　
す
で
に
70
を
超
え
成
人
後
の
人
生

の
ほ
と
ん
ど
を
大
阪
で
過
ご
し
て
い

る
が
、
何
時
ま
で
も
記
憶
に
残
っ
て

い
る
の
は
学
生
時
代
の
竹
田
、
特
に

岡
城
趾
の
記
憶
は
鮮
明
で
あ
る
。

　
県
人
会
を
は
じ
め
各
種
の
会
合
で

の
挨
拶
で
は「
名
曲『
荒
城
の
月
』と

岡
城
趾
で
有
名
な
竹
田
市
出
身
の
上

原
で
す
」と
い
つ
も
自
己
紹
介
を
し

て
い
る
。

　
春
の
桜
、
桜
の
大
木
が
城
跡
い
っ

ぱ
い
に
花
を
咲
か
せ
大
勢
の
人
々
が

訪
れ
賑
わ
い
を
誇
っ
て
い
た
の
で
あ

る
が
、
近
年
は
桜
の
木
も
古
木
と
な

り
朽
ち
果
て
た
も
の
が
多
く
見
受
け

ら
れ
る
。

　
秋
の
紅
葉
、
最
近
20
年
近
く
は
毎

年
秋
11
月
の
早
朝
、
朝
日
を
浴
び
た

紅
葉
を
求
め
て
岡
城
に
登
っ
て
い
る
。

登
り
口
か
ら
西
の
丸
跡
に
か
け
て
の

紅
葉
の
時
期
は
素
晴
ら
し
い
眺
め
で

あ
る
。
ま
た
、
少
し
時
期
を
外
し
た

も
み
じ
の
落
葉
の
絨
毯
も
見
応
え
が

あ
り
素
晴
ら
し
い
。

　
さ
て
、
話
は
変
る
が
旧
竹
田
市
と

旧
直
入
郡
荻
町
、
直
入
町
、
久
住

町
が
合
併
し
て
新
竹
田
市
が
発
足
し

て
早
や
７
年
と
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。

関
東
に
は
以
前
か
ら
竹
田
出
身
者
に

よ
る
竹
田
会
が
あ
り
、
毎
年
盛
大
に

総
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る

が
関
西
に
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
新
竹
田
市
初
代
市
長
で
あ
る
牧
剛

尓
氏
か
ら
久
住
町
出
身
者
を
通
じ
て

私
の
許
へ
関
西
で
の
竹
田
会
を
立
ち

上
げ
て
ほ
し
い
と
の
話
が
あ
り
、
旧

市
町
村
の
代
表
者
を
発
起
人
に
し
て
、

何
度
か
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
た
結
果
、

２
月
５
日
㈯
の
昼
、
大
阪
北
区
の
大

阪
駅
前
第
三
ビ
ル
最
上
階
33
階
に
お

い
て「
豊
後
竹
田
会
創
立
総
会
」を
開

催
し
た
の
で
あ
る
。

　
首
藤
勝
次
竹
田
市
長
さ
ん
を
は
じ

め
約
80
名
の
方
々
が
参
加
さ
れ
、
第

一
回
の
総
会
に
し
て
は
皆
さ
ん
に
よ

く
集
ま
っ
て
頂
い
た
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

個
人
情
報
保
護
法
な
る
法
律
が
、

一
か
ら
会
を
組
織
す
る
に
当
た
り
、

会
員
を
募
る
の
に
非
常
に
大
き
な
カ

ベ
と
な
っ
た
。
今
後
は
会
員
同
士
の

横
の
情
報
交
換
を
す
す
め
て
組
織
の

拡
大
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
生
ま
れ
た
て
の
ヒ
ヨ
コ

で
す
。
ふ
る
里
竹
田
市
の
皆
様
の
応

援
を
お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
現
在
の
竹
田
市
内
の
凋
落

ぶ
り
は
す
さ
ま
じ
く
、
ア
ー
ケ
ー
ド

も
商
店
街
も
な
く
な
り
、
残
っ
た
の

は
夜
の
ス
ナ
ッ
ク
街
の
み
、
観
光
地

と
し
て
恥
ず
か
し
い
か
ぎ
り
で
あ
る
。

　

岡
城
と
城
下
町
、
温
泉
、
湧
水
、

高
原
等
々
と
自
然
資
源
と
い
う
か
天

然
資
源
と
い
う
か
豊
富
な
優
れ
た
観

光
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る

か
ら
、
こ
れ
ら
を
も
っ
と
外
部
に
Ｐ

Ｒ
を
し
竹
田
市
の
知
名
度
を
上
げ
て

ほ
し
い
。
観
光
も
立
派
な
竹
田
市
の

産
業
で
あ
る
。

豊
後
竹
田
会
創
立
に
あ
た
り

上
うえ

原
はら

  辰
たつ

之
ゆき

略　歴
大分県生まれ。終戦間際に戦禍を逃れて疎開。
昭和33年３月　竹田商業高校を卒業。臼杵市のフンドーキン醤油㈱に３年間勤務。
昭和36年３月　大阪の公認会計士事務所に就職。
昭和41年　　　税理士試験合格。
昭和42年　　　上原会計事務所開業。その後行政書士、社会保険労務士登録
中小企業の経営指導、税務申告に従事。
昭和37年８月竹田商業高校関西同窓会を立ち上げ平成18年迄関西同窓会会長。
関西大分県人会常任理事を永年務めたうえ平成14年より20年迄県人会副会長。
平成23年２月豊後竹田会会長。趣味は盆栽、囲碁、ハイキング。
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印

刷
／

い
づ

み
印

刷
今

回
の

東
日

本
大

震
災

の
影

響
に

よ
り

再
生

紙
の

入
手

が
困

難
に

な
っ

て
お

り
ま

す
。

ご
了

承
下

さ
い

。

　

山
地
の
湿し
め

り
気け

の
あ
る
草
地
に

生
育
す
る
高
さ
20
㌢
ほ
ど
の
多
年

草
で
す
。
茎く
き

や
葉
は
白
い
軟な
ん

毛も
う

に

お
お
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

葉
は
４
個
づ
つ
輪り
ん
せ
い生
し
て
つ
き
、

形
は
狭せ
ま

い
長ち
ょ
う
だ
え
ん
け
い

楕
円
形
で
羽う
じ
ょ
う状
に
深

く
裂さ

け
て
い
ま
す
。
ふ
ち
は
鋸き
ょ

歯し

が
あ
り
ま
す
。
長
さ
は
５
㌢
、
幅

が
２
㌢
ほ
ど
で
す
。
若
い
芽め

吹ぶ

き

の
葉
は
赤
く
て
縮ち
ぢ

ん
で
い
ま
す
。

　

晩
春
か
ら
初
夏
の
頃
、
茎
の
上

部
に
数す
う
だ
ん
か
さ

段
重
ね
で
径
１
・
５
㌢
ほ

ど
の
美
し
い
紅こ
う
し
し
ょ
く

紫
色
の
唇し
ん
け
い形
花か

（
上じ
ょ
う

唇し
ん

と
下か

唇し
ん

が
あ
る
花
）
を
横

向
き
に
輪
生
さ
せ
下
部
か
ら
順
に

咲
か
せ
ま
す
。

　

名
前
の
由ゆ

来ら
い

は
花
も
い
い
が
葉

ま
で
も
（
浜は
ま

で
も
）
い
い
の
で
、

海
辺
の
景
色
を
引
き
立
て
た
塩し
お

竃が
ま

の
名
が
あ
り
、
ツ
ク
シ
は
筑つ
く

紫し

の

こ
と
で
九
州
特
産
と
い
う
意
味
で

筑ツ
ク

紫シ

塩シ
オ

竃ガ
マ

の
和
名
が
あ
り
ま
す
。

　

竹
田
で
は
久
住
高
原
の
少
し

湿
っ
た
く
ぼ
地
や
く
じ
ゅ
う
山
系

の
す
そ
野
に
当
た
る
里
山
の
田
ん

ぼ
の
ふ
ち
な
ど
で
観
察
さ
れ
ま
す
。

大
分
県
の
絶ぜ
つ
め
つ滅
危き

惧ぐ

種し
ゅ

で
す
。
花

期
は
４
月
か
ら
５
月
で
す
。

郷土の植物 （267）

阿孫  久見
第74回

ツクシシオガマ（ゴマノハグサ科）

人口のうごき

平
成
23
年
６
月
に
１
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
る
お
子
さ
ん
の
写
真
を
募
集
し

ま
す
！

問
秘
書
広
報
係 

☎
６
３
ー

１
０
４
３

平成22年５月生まれ 誕生日　親
（自治会）

　

大
正
５
年
１
月
１
日
生
ま
れ
の
95
歳
！
卓
球

歴
70
年
以
上
。
大
雪
の
降
っ
た
日
も
体
育
館
に

通
っ
た
程
、
卓
球
が
大
好
き
。
勝
っ
た
時
の
喜

び
は
、
卓
球
人
生
の
色
褪
ぬ
思
い
出
。
そ
の
魅

力
は
、
始
め
た
頃
と
変
わ
ら
ず
「
楽
し
く
、
遊

ぶ
こ
と
じ
ゃ
よ
」
と
笑
う
義
隆
さ
ん
。

　
「（
仲
間
の
）み
ん
な
が
遊
ん
で
く
れ
る
け
ん
、

嬉
し
い
。
目
標
は
１
０
０
歳
ま
で
！
」
こ
れ
か

ら
も
現
役
バ
リ
バ
リ
宣
言
で
行
き
ま
し
ょ
う
！

堀
ほり

　　義
よし

 隆
たか

さん

（平成23年３月31日現在）

　　　　　　　　　　　（前月比）

　人　口　　25,113　人（－82人）

　男　性　　11,667　人（－40人）

　女　性　　13,446　人（－42人）

　世帯数　　10,526世帯（－19世帯）

住民基本台帳登録

表紙・デザイン　竹蔵 TAKEGURA

（拝田原・95歳）

現役
バリバリ
 宣言！

現役
バリバリ
 宣言！
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竹田の話題がまるごと観れるのはＴＣＴだけ!!

◇たけた市民チャンネル５月特番情報
・ダムを活かした地域づくりを考えるフォーラム
放 送 日 ５月14日、21日、28日　６月４日　　土曜日　17:00～

　3月28日開催「ダムを活かした地域づくりを考えるフォーラム」。国土交通省水源地域対策アドバイザー
の松村紅実子さんの講演や有識者らによるパネルディスカッションの模様をお送りします。
・廣道　純さん竹田特命大使任命記念スペシャルトーク
放 送 日 ㈪15:30～　㈫9:00～　㈬18:30～　㈭21:00～　㈮23:00～　㈯12:30～　 ㈰17:00～

　シドニーパラリンピックでは800㍍の銀メダリスト、アテネでは800㍍の銅メダリストに輝いた、車いす
のアスリート・廣道純さん。今回「竹田特命大使」任命を記念したスペシャルトーク・プログラム。
大河　独眼竜政宗　（毎週月曜更新）
放 送 日 第35回「成実失踪」（5 ／ 2 ～ 8）、第36回「天下分け目」（5 ／ 9 ～ 15）、第37回「幻の百万石」（5 ／ 16 ～ 22）、

第38回「仙台築城」（5 ／ 23 ～ 29）、第39回「五郎八嫁ぐ」（5 ／ 30 ～ 6 ／ 5）
放送時間 月曜・8:00 ～　火曜・15:00 ～　水曜・17:00 ～　木曜・20:00 ～　金曜・9:00 ～　土曜・23:00 ～　日曜・12:00 ～

※都合により番組内容が一部変更する場合があります。　●お問い合せ　竹田市ケーブルネットワークセンター　☎76-1415

たけたケーブルテレビ

アンテナでテレビを視聴している皆さんへ
地上デジタル放送への移行準備はお済ですか？

　地上アナログ放送は、今年７月24日に放送を終了します。地上デジタル放送（地デジ）への
移行手続きをしないと、テレビが見られなくなります。
　地上デジタル放送を視聴していない方については、早急に対応をお願いいたします。

☆引き続きアンテナでテレビを視聴しようとする場合、いくつかの点検をお願いします。
１）まず、地上デジタル放送が受信できるか確認してください。
　①　ＵＨＦアンテナでなければ受信できません。（ＶＨＦアンテナは使えません。）
　②　地デジを受信できても受信レベルが低い場合は、高性能アンテナへの取り換えが必要です。
　　 また、地デジを受信できない場合は、地デジを受信できる場所（受信点）にアンテナの位置を

移設する等の措置が必要になります。
　③　②の方法で解消できない場合は、ケーブルテレビに加入していただく事をお勧めします。この

場合、分担金４万円と、使用料1,200円（月額）が必要となります。
　　　⇒　地デジの受信相談は、デジサポへ　（ナビダイヤル0570-07-0101、電話097-515-8300）

２）地デジ受信可能世帯
　地デジを受信できる場合は、地デジ対応テレビまたは地デジチューナーの購入が必要です。非課税
世帯に対しては、無償チューナーの配布制度があります。
　⇒　総務省地デジチューナー支援実施センターにご相談ください。
　　（ナビダイヤルﾙ0570-033840、電話044-969-5425）

ケーブルテレビ「デジアナ変換」について
　「デジアナ変換」とはケーブルテレビセンターで地上デジタル放送のテレビ電波を従来のアナログ
電波に物理的に変換し、各家庭に配信する事で、竹田市ケーブルネットワークセンターでもこのデジ
アナ変換を採用します。
　これにより、竹田市ケーブルテレビに加入していれば、現在アナログテレビで視聴の方でもデジア
ナ変換期間中(2015年３月末まで）は引き続き使用できます。
　この場合、各家庭ではケーブルテレビに接続されているアナログテレビの設定を変更せずに視聴で
きます。台数の制限もありません。

❶
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本　　庁　☎0974-63-1111
荻 支 所　☎0974-68-2211
久住支所　☎0974-76-1111
直入支所　☎0974-75-2211 2011５
第42回 竹田高等学校器楽部定期演奏会
と　き　５月４日（水・祝）開場17:00　開演17:30
ところ　竹田市文化会館大ホール 
入場料　無　料
世界の子どもたちと未来のために……
ペットボトルのキャップをご持参ください

●お問い合せ　竹田高等学校器楽部　☎63-3401

第45回 九州高校女子ソフトボール選手権大会
【開会式】

日　時　５月13日㈮ 17:00 ～
場　所　竹田市文化会館 

【試　合】
日　時　５月14日㈯～ 15日㈰　＊第１試合は8:30 ～
場　所　竹田市総合運動公園多目的広場
　　　　竹田市民球場・飛田川野球場
●お問い合せ　九州高校女子ソフトボール選手権大会事

務局　☎63-4817（竹田市生涯学習課）　

城下町再生フォーラム
　竹田市が目指すまちづくり構想である「竹田市エコ
ミュージアム構想の実践」を構築する「城下町再生プロ
ジェクト」の一環として実施してきた竹田市と東京大学
大学院景観研究室との受託研究に基づく成果報告やこれ
を踏まえた城下町再生に関する提言等をいただきます。
　また、新潟県村上市にて市民の立場から伝統的町家に
光を当て、その価値を見出し、まちおこしの中心的役割
を担われた吉川真嗣さんご夫婦をお招きし、ご講演いた
だきます。
　この講演会によって、城下町エリアのまちづくりの方
向性に関するアウトラインを市民の皆さんとの共通の認
識とし、価値観を共有していきます。
日　時　５月21日㈯　13:00 ～ 17:00
場　所　竹田市総合社会福祉センター多目的ホール
内　容　【第１部】

　竹田市が東京大学景観研究室と受託研究によ
り実施してきた城下町調査研究の報告会。中井
祐教授・大学院生による研究成果報告

【第２部】
　講演会『新潟県村上市民地域活性化への挑戦』

【第３部】
　トークセッション

〔講師〕吉　川　真　嗣
　　　　（観光カリスマ・味匠 㐂っ川　専務取締役）
　　　　吉　川　美　貴（味匠 㐂っ川　取締役）
入場料 　無　料
●お問い合せ　竹田市企画情報課　☎63-4801

歴史資料館　　　　　　　　　  　  ☎63-1923

〔開館時間〕9:00 ～ 17:00
〔休 館 日〕月曜日。祝日の翌日（月曜日が祝日の場合
  　　　　  は開館）
※4/30㈯、5/2㈪は開館します。5/6㈮は休館します。 
○常設展　田能村竹田生誕記念展
　４月29日㈮〜６月24日㈮　（２階展示室Ｂ）
　田能村竹田の誕生日６月10日に合わせて、竹田初期
の画業や素顔を「河豚図」・「茂林雨後図」や竹田の自筆
書状を中心に紹介します。

市民ギャラリー水琴館　　　　 ☎ 63-2200

〔開館時間〕9:00 ～ 17:00
〔休　館　日〕月曜日。祝日の翌日（月曜日が祝日の場合
　　　　　  は開館）
○工藤敬一フォトコレクションXV　光と影　
　４月27日㈬〜５月８日㈰
　竹田に生きる人たちの営み等のモノクロ写真約40点
展示。　　　　　　　　　　　（工藤敬一　☎62-2904）

○『竹田市美術協会写真部会員展』　
　５月10日㈫午後〜５月22日㈰　
　自然、人物造型、スナップ風景を50点展示。

（竹田市美術協会写真部　☎63-3681〔上島〕）
　　　　　　　　　　　　　
○『草刈樵峰　塵の美展』　
　５月24日㈫午後〜５月29日㈰　
　書家・草刈樵峰の書10点、塵アート作品30点を展示。

　（草刈樵峰　☎090-1976-7704）

○『佐藤昭次開窯20周年記念作品展』
　５月31日㈫午後〜６月12日㈰　
　花瓶など陶芸作品および型染等賛助作品、約50点展
示。　　　　　　　　　　　　（佐藤昭次　☎63-1317）

※4/30日㈯、5/2㈪は開館します。5/6㈮は休館します。
※なお、展示内容の詳細は、申込者へ直接お電話ください。

保険課
竹田市国民健康保険加入者の方へ

特定健診の自己負担金が無料になりました
　平成23年度から竹田市国民健康保険の特定健診は、
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自己負担金が無料になりました。特定健診は、糖尿病や
高脂血症などの生活習慣病の早期発見や重症化予防を目
的とした健診で、通院中の方も対象となります。今年か
ら検査項目に尿酸（痛風を調べる検査）が加わり、幅広
い生活習慣病の早期発見につながるようになりました。
　４月末にピンク色の封筒で、健診のご案内と受診券を
郵送しましたので、毎年1回特定健診を受けて、皆様の
大切な健康を守ってください。
○対象者：竹田市国民健康保険に加入している40 ～ 74歳

の方
○健診内容：問診、診察、身体計測（身長・体重・腹囲・

ＢＭＩ）、血圧測定、尿検査（糖・タンパク）、血液検
査（脂質・肝機能・腎機能・血糖）

　　※医師が必要と認めた場合には、心電図・眼底・貧血検査
○健診自己負担：無　料
○健診の受け方：広報たけた４月号と一緒に配布しまし

た「健診日程表」の医療機関・健診機関。地区巡回健
診会場にて受診できます。受診の際には、受診券と保
険証が必要です。

30歳代健診が始まります
　若い世代の健康づくりのため、30歳代の方にも特定
健診と同内容の健診を平成23年度から実施します。
○対象者：竹田市国民健康保険に加入している30 ～ 39歳の方
○健診自己負担：無　料
○健診の受け方：広報たけた４月号と一緒に配布しまし

た「健診日程表」の医療機関・健診機関。地区巡回健
診会場で受診できます。受診の際には、５月に郵送し
ます通知書と保険証が必要です。

特定健診実施医療機関が増えます
　５月１日から、豊後大野市民病院健診センターでも特
定健診を受けることができるようになりました。月曜日
から金曜日と第３土曜日に実施しますので、予約をして
受診してください。
お申し込み先　豊後大野市民病院健診センター
　　　　　　　（豊後大野市緒方町馬場276番地）
　　　　　　　☎0974-42-3125
●お問い合せ　竹田市保険課　国保・高齢者医療係
　　　　　　　☎63-1111（内線135・136・137）

介護保険のお知らせ

有効期限の記載された介護保険被保険者証をお持ちの方へ
　平成17年10月の介護保険法改正により介護保険被保
険者証（ピンク色）の有効期限の記載が廃止されました。
このため、法改正前に交付された方の被保険者証の有効
期限は平成23年3月31日と記載されていますが、特例措
置によりこの有効期限の後も引き続きお持ちの被保険者
証は有効に利用することができます。
　なお、すでに介護認定を受けている方や再交付を受け

ている方は、有効期限の記載
されていない新しい被保険者
証が交付されています。
　※被保険者証の有効期限は、
要介護認定の有効期間とは異
なります。

●お問い合せ
　竹田市保険課介護保険係
　（☎63-1111　内線138）

税　金
自動車税及び軽自動車税は、５月31日までに納めましょう！
　自動車税及び軽自動車税は、４月1日現在の所有者（割
賦販売の場合は使用者）に課税されます。納入期限を過
ぎた場合は、延滞金が加算されますのでご注意ください。
なお、廃車や譲渡等の変更があった場合は、必ず届出を
してください。
●普通自動車税のお問い合せ　大分県豊後大野県税事務所
　　　　　　　　　　　  　　☎0974-22-7501

自動車税・軽自動車税の減免について
　各種障がい者手帳等を持っている方で、軽自動車税の
減免を申請される方は、納付書到着日から５月24日ま
での間に本庁税務課、または各支所いきいき市民課窓口
で手続きを行ってください。
　申請には各種障がい者手帳、印鑑、運転免許証、納税
通知書（納付書）が必要となります。また、障がいの
ある方と運転する方が異なる場合は別途書類が必要です。
なお、障がいの内容によっては該当しない場合もあります。
　その他、公益のために使用する軽自動車や、構造が専
ら身体障がい者等が利用するための軽自動車等に対して
も減免制度があります。
※申請期間が限られているため、お早めにご準備される

ことをお勧めします。ご不明な点、詳細についてはお
気軽にお問い合わせください。

●軽自動車税のお問い合せ　竹田市税務課課税係　☎63-4803

募　集
中央公民館主催『教養講座』参加者募集

講　座　名 開催日時 開催場所 備　　考

韓国語講座
毎週第１・
第３水曜日
19:00 ～ 21:00

中央公民館
集会室

英会話教室 毎週月曜日
19:30 ～ 21:00 中央公民館集会室

木版画教室
毎週第２・第４
水曜日
19:00 ～ 21:00

中央公民館
音楽室

材料や道具等の
費用は、負担あり

陶 芸 教 室 毎週火・木曜日
9:00 ～ 12:00

民芸の里（野外
活 動 施 設 セ ン
ターハウス先） 

材料や道具等の
費用は、負担あり

●お問い合せ・お申込み　竹田市中央公民館 ☎63-1044 

豊肥保健所からのおしらせ
栄養士勉強会に参加しませんか
　地域で公衆栄養に携わっている栄養士は隔月で集い、
下記のとおり勉強会を開催しています。在宅で栄養士免
許をお持ちの方、一緒に勉強や情報交換をしませんか。
ご希望の方はご連絡ください。 
日　時　偶数月の第４木曜日　14時～ 16時 
場　所　竹田市総合社会福祉センター 
連絡先　豊肥保健所　栄養士まで（☎0974-22-0162）

水車とチューリップの里めぐりウォーク
開 催 日　５月15日㈰　受付8:30　スタート9:30
集合場所　豊後大野市緒方町辻　辻河原講演
参 加 費　一般300円　高校生以下100円
締 切 日　５月11日㈬まで
●お申込み・お問い合せ
　竹田ウォーキング協会事務局　☎62-3075
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岡
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ボ
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ボ
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ボ

ー
ル

大
会

8:
30

〜
　（

竹
田

市
総

合
運

動
公

園
ほ

か
）　

・
県

民
す

こ
や

か
ス

ポ
ー

ツ
祭

「
水

車
と

チ
ュ

ー
リ

ッ
プ

の
里

め
ぐ

り
ウ

ォ
ー

ク
」

9:
30

〜
（

豊
後

大
野

市
緒

方
町
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５
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付
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（

15
日

が
土

日
の

場
合

は
直

前
の

金
曜

が
締

切
日

と
な

り
ま

す
）

。
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※
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※
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追
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西
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節
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迎
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追
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催
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※
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追
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催
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追
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祭
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５
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付
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５
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Ｏ
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葉
ダ

ム
管

理
所

横
広

場
 

日
　

　
時

：
平

成
23

年
５
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５
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５
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付
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５
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Ｏ
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付
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Ｗ
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５
日

(木
)は

休
ま

ず
営

業
い

た
し

ま
す

。
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Ａ
Ｒ

Ｏ
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。
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植
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・
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追
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・
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「
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室
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茶
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休
館

日

27
㈮

・
第

29
回

ゴ
ミ

フ
大

会
〔

竹
田

地
区

（
竹

田
市

歴
史

資
料

館
駐

車
場

集
合

）
8:

50
〜

・
豊

岡
地

区
（

大
分

県
農

協
飛

田
川

中
央

倉
庫

前
集

合
）

8:
50

〜
・

玉
来

地
区

（
各

自
治

会
ご

と
）

7:
00

〜
〕　

・
竹

田
市

歩
こ

う
会

〔
ゴ

ミ
フ

大
会

・
各

地
区

〕
※

１
・

お
も

城
サ

イ
ト

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

13
:0

0
〜

（
岡

城
跡

駐
車

場
）

※
要

予
約

：
竹

田
市

文
化

財
課

 ☎
63

-4
81

8

28
㈯

・
童

謡
と

絵
本

の
会

10
:0

0-
11

:3
0（

佐
藤

義
美

記
念

館
「

こ
の

こ
の

お
う

ち
」）

　
・

国
際

料
理

教
室

　〔
イ

タ
リ

ア
ン

料
理

『
ニ

ョ
ッ

キ
と

チ
キ

ン
と

パ
ル

メ
ザ

ン
・

ト
マ

ト
ソ

ー
ス

』〕
10

:0
0

〜
15

:0
0（

竹
田

市
総

合
社

会
福

祉
セ

ン
タ

ー
調

理
室

）
※

要
予

約
　

問
竹

田
市

商
工

観
光

課
☎

63
-4

80
7

29
㈰

・
瀧

廉
太

郎
記

念
音

楽
祭

第
65

回
記

念
協

賛
事

業
「

南
こ

う
せ

つ
　

あ
り

が
と

う
ふ

る
さ

と
コ

ン
サ

ー
ト

20
11

」
17

:0
0

〜
（

竹
田

市
文

化
会

館
）

30
㈪

・
荻

の
里

温
泉

休
館

日

31
㈫

・【
納

期
限

】
軽

自
動

車
税

　
・『

佐
藤

昭
次

開
窯

20
周

年
記

念
作

品
展

』
9:

00
-1

7:
00

（
市

民
ギ

ャ
ラ

リ
ー

水
琴

館
）　

〜
6/

12
ま

で
　

・
お

は
な

し
の

へ
や

10
:3

0-
11

:0
0（

竹
田

市
立

図
書

館
え

ほ
ん

の
へ

や
）

月
　

間

そ
の

他

・
赤

十
字

運
動

月
間

　
・

消
費

者
月

間
　

・
水

防
月

間
　

・
児

童
福

祉
月

間
　

・
春

の
交

通
安

全
運

動
（

5/
11

〜
5/

20
）　

・
み

ど
り

の
月

間
（

4/
15

〜
5/

14
）

 
・

看
護

週
間

（
8

〜
14

日
）　

・
愛

鳥
週

間
（

10
〜

16
日

）
・

阿
蘇

ゆ
る

っ
と

博
“阿

蘇
ト

レ
ジ

ャ
ー

ハ
ン

テ
ィ

ン
グ

20
11

”（
〜

５
/3

1ま
で

）　
宝

の
地

図
配

布
場

所
：

竹
田

市
観

光
ツ

ー
リ

ズ
ム

協
会

（
☎

09
74

-6
3-

05
85

）
・

世
界

禁
煙

デ
ー

（
5/

31
〜

6/
6）

　
・

南
河

内
ホ

タ
ル

祭
　

6/
4　

・
第

２
回

由
学

館
セ

ミ
ナ

ー
 6

/5
　

10
:0

0
〜

（
竹

田
市

総
合

社
会

福
祉

セ
ン

タ
ー

）

1
㈰

・
フ

ォ
ト

コ
レ

ク
シ

ョ
ン

Ｘ
Ｖ

『
工

藤
敬

一
写

真
展

』
9:

00
-1

7:
00

（
市

民
ギ

ャ
ラ

リ
ー

水
琴

館
）　

〜
5/

8ま
で

・
第

29
回

久
住

山
岳

滑
翔

大
会

開
会

式
  1

0:
00

-1
1:

00
 　

・
サ

ロ
ン

ぴ
ぉ

〜
ね

10
:0

0-
12

:0
0 

（
大

久
保

病
院

３
階

ホ
ー

ル
）

2
㈪

【
納

期
】

固
定

資
産

税
１

期

3
㈫

憲
法

記
念

日
　

・
第

23
回

大
野

川
源

流
祭

り
10

:0
0

〜
（

陽
目

の
里

キ
ャ

ン
ピ

ン
グ

パ
ー

ク
）

・
お

は
な

し
の

へ
や

10
:3

0-
11

:0
0（

竹
田

市
立

図
書

館
え

ほ
ん

の
へ

や
）　

・
祖

母
山

山
開

き
　

11
:3

0
〜

 

4
㈬

み
ど

り
の

日
　

・
第

42
回

大
分

県
立

竹
田

高
等

学
校

器
楽

部
定

期
演

奏
会

　
17

:3
0

〜
（

竹
田

市
文

化
会

館
）

5
㈭

こ
ど

も
の

日

6
㈮

・
荻

の
里

温
泉

休
館

日

7
㈯

・
第

29
回

久
住

山
岳

滑
翔

大
会

閉
会

式
　

10
:0

0-
11

:0
0　

・
3Ｂ

体
操

の
つ

ど
い

10
:0

0-
12

:0
0（

緑
ヶ

丘
中

学
校

体
育

館
）　

・
第

20
回

竹
田

市
愛

誠
杯

健
康

ナ
イ

タ
ー

陸
上

競
技

大
会

 1
7:

00
〜

（
竹

田
市

総
合

運
動

公
園

陸
上

競
技

場
）

8
㈰

9
㈪

・
東

日
本

大
震

災
チ

ャ
リ

テ
ィ

ー
講

演
会

　
9:

00
開

場
　

10
:0

0開
演

（
主

催
　

玉
来

地
区

社
会

福
祉

協
議

会
）

・
こ

こ
ろ

の
健

康
相

談
13

:3
0-

15
:3

0（
荻

福
祉

健
康

エ
リ

ア
）：

要
予

約
（

☎
63

-3
34

6）
 ・

荻
の

里
温

泉
休

館
日

10
㈫

・
竹

田
市

美
術

協
会

写
真

部
会

員
展

9:0
0-

17
:00

（
市

民
ギ

ャ
ラ

リ
ー

水
琴

館
）　

〜
5/

22
ま

で
　

・
お

は
な

し
の

へ
や

10
:30

-1
1:0

0（
竹

田
市

立
図

書
館

え
ほ

ん
の

へ
や

）　
・

こ
こ

ろ
の

健
康

相
談

13
:30

-1
5:3

0　
（

竹
田

古
町

会
場

）（
☎

63
-3

34
6）

11
㈬

・
行

政
相

談
〔

竹
田

地
域

〕
10

:00
-1

2:0
0（

竹
田

市
総

合
社

会
福

祉
セ

ン
タ

ー
相

談
室

）　
・

1．
6歳

児
健

診
13

:00
〜

　（
竹

田
市

総
合

社
会

福
祉

セ
ン

タ
ー

）　
・

平
成

23
年

銃
砲

刀
剣

類
登

録
審

査
会

13
:00

-1
7:0

0（
県

庁
舎

別
館

8階
84

会
議

室
）　

・
お

は
な

し
ル

ー
ム

13
:20

-1
4:0

0（
竹

田
幼

稚
園

）　
・

Re
ad

y2
ch

at
英

会
話

〔
英

語
中

・
上

級
向

け
〕

19
:00

〜
（

竹
田

市
総

合
社

会
福

祉
セ

ン
タ

ー
会

議
室

 ）
問

竹
田

市
商

工
観

光
課

　
☎

63
-4

80
7　

・
竹

田
温

泉
「

花
水

月
」

休
館

日
　

・
陽

目
の

里
「

名
水

茶
屋

」
休

業
日

12
㈭

・
豊

肥
子

牛
市

場
  9

:3
0-

12
:0

0　
・

ポ
リ

オ
予

防
接

種
  1

4:
00

〜
15

:0
0（

竹
田

市
総

合
社

会
福

祉
セ

ン
タ

ー
）

・
看

護
の

日

13
㈮

・
豊

肥
子

牛
市

場
　

9:
30

-1
2:

00
　

・
お

も
城

サ
イ

ト
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
13

:0
0

〜
（

岡
城

跡
駐

車
場

）
※

要
予

約
　

竹
田

市
文

化
財

課
 ☎

63
-4

81
8　

・
第

45
回

九
州

高
校

女
子

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

大
会

開
会

式
17

:0
0

〜
（

竹
田

市
文

化
会

館
）

14
㈯

・
第

45
回

九
州

高
校

女
子

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

大
会

8:
30

〜
（

竹
田

市
総

合
運

動
公

園
ほ

か
）

・
童

謡
と

絵
本

の
会

10
:0

0-
11

:3
0（

佐
藤

義
美

記
念

館
〔

こ
の

こ
の

お
う

ち
〕）

15
㈰

・
第

45
回

九
州

高
校

女
子

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

大
会

8:
30

〜
　（

竹
田

市
総

合
運

動
公

園
ほ

か
）　

・
県

民
す

こ
や

か
ス

ポ
ー

ツ
祭

「
水

車
と

チ
ュ

ー
リ

ッ
プ

の
里

め
ぐ

り
ウ

ォ
ー

ク
」

9:
30

〜
（

豊
後

大
野

市
緒

方
町

・
辻

河
原

公
園

）
問

竹
田

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

協
会

（
☎

09
74

-6
2-

30
75

）
・

家
庭

の
日

16
㈪

・
荻

の
里

温
泉

休
館

日

※
行
政
相
談
に
関
す
る
お
問
い
合
せ
は
、
行
政
相
談
委
員
ま
で
（
小
河
晴
義
　
☎
62
–3
66
2、
太
田
正
一
　
☎
68
–2
48
0、
渡
辺
善
照
　
☎
77
–2
06
7、
斉
藤
義
昭
　
☎
75
–2
69
2）

竹
田
市
の
こ
よ
み
５

月20
11
年

農
業

委
員

会
事

務
局

農
地

係
か

ら
の

お
知

ら
せ

　
農

地
に

係
る

各
種

申
請

受
付

の
締

め
切

り
は

、
毎

月
15

日
で

す
（

15
日

が
土

日
の

場
合

は
直

前
の

金
曜

が
締

切
日

と
な

り
ま

す
）

。
●

お
問

い
合

せ
　

竹
田

市
農

業
委

員
会

事
務

局
　

☎
63

-4
81

5 

※
1　

問
竹

田
市

歩
こ

う
会

　
☎

09
74

-6
2-

25
01

（
山

本
）

※
2　

問
竹

田
創

生
館

　
☎

62
-4

10
0

竹
田

に
お

け
る

西
南

の
役

追
悼

講
演

会
 　

明
治

10
年

の
西

南
の

役
竹

田
戦

が
終

結
し

て
か

ら
来

年
で

13
5年

の
節

目
を

迎
え

ま
す

。
　

戦
没

者
の

追
悼

と
併

せ
て

、
恒

久
平

和
実

現
を

目
指

し
て

開
催

さ
れ

ま
す

。
市

民
の

皆
さ

ん
の

多
数

の
ご

参
加

を
お

待
ち

し
て

お
り

ま
す

。

日
　

時
　

５
月

22
日

㈰
　

9:
00

～
17

:0
0　

※
参

加
無

料
場

　
所

　
竹

田
市

総
合

社
会

福
祉

セ
ン

タ
ー

多
目

的
ホ

ー
ル

内
　

容
　

 9
:0

0
～

  
9:

45
　

戦
没

者
追

悼
式

　
　

　
　

10
:0

0
～

11
:5

0 
 戦

跡
め

ぐ
り

　
　

　
　

　
　

　
※

自
家

用
車

を
ご

利
用

の
方

は
竹

田
市

文
化

会
館

に
　

　
　

　
　

　
　

　
お

集
ま

り
く

だ
さ

い
　

　
　

　
13

:0
0

～
17

:0
0

　
　

　
　

　
　

　
・

講
演

「
竹

田
に

お
け

る
西

南
戦

争
に

つ
い

て
」

　
　

　
　

　
　

　
　（

講
師

／
藤

島
純

高
）

　
　

　
　

　
　

　
・『

桃
源

郷
の

銃
声

』
出

版
披

露
●

主
催

・
お

問
い

合
せ

　
西

南
の

役
追

悼
講

演
会

実
行

委
員

会
事

務
局

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

☎
09

74
-6

3-
46

37

第
20

回
竹

田
市

愛
誠

杯
健

康
ナ

イ
タ

ー
陸

上
競

技
大

会
 

　
日

　
時

　
５

月
７

日
㈯

　
17

:0
0～

 
　

場
　

所
　

竹
田

市
総

合
運

動
公

園
陸

上
競

技
場

 
　

申
込

み
　

竹
田

市
総

合
運

動
公

園
陸

上
競

技
場

（
FA

X 
09

74
-6

3-
49

80
）

 
●

お
問

い
合

せ
　

竹
田

市
陸

上
競

技
協

会
事

務
局

（
甲

斐
）

　
　

　
　

　
　

　
☎

09
0-

47
71

-8
49

1  

平
成
2
3
年
度
県
民
す
こ
や
か
ス
ポ
ー
ツ
祭

〈
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
〉

会
　

　
場

：
竹

田
市

総
合

運
動

公
園

陸
上

競
技

場
 

日
　

　
時

：
平

成
23

年
５

月
29

日
㈰

　
9:

00
～

10
:0

0 
 （

受
付

8:
45

～
）

 
参

　加
　料

：
10

0円
 

申
込

期
限

：
平

成
23

年
５

月
20

日
㈮

　（
当

日
受

付
も

Ｏ
ｋ

）
 

申
　込

　み
：

竹
田

市
生

涯
学

習
課

　
ス

ポ
ー

ツ
振

興
係

　（
井

野
）

 
　

　
　

　
　

☎
09

74
-6

3-
48

17
 

〈
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
〉

会
　

　
場

：
稲

葉
ダ

ム
管

理
所

横
広

場
 

日
　

　
時

：
平

成
23

年
５

月
29

日
㈰

　
9:

30
～

　（
受

付
8:

30
～

）
 

参
　加

　料
：

一
般

30
0円

・
高

校
生

以
下

10
0円

 
申

込
期

限
：

平
成

23
年

５
月

25
日

㈬
 

申
　込

　み
：

竹
田

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

協
会

事
務

局
 　

☎
09

74
-6

2-
30

75
 

〈
フ

ッ
ト

サ
ル

〉
会

　
　

場
：

竹
田

市
総

合
運

動
公

園
陸

上
競

技
場

 
日

　
　

時
：

平
成

23
年

５
月

29
日

㈰
　

10
:1

5
～

15
:0

0（
受

付
9:

30
～

 ）
参

　加
　料

：
１

チ
ー

ム
10

00
円

 
申

込
期

限
：

平
成

23
年

５
月

20
日

㈮
（

当
日

受
付

も
Ｏ

K）
 

申
　込

　み
：

竹
田

市
生

涯
学

習
課

　
ス

ポ
ー

ツ
振

興
係

（
井

野
）

　
　

　
　

　
☎

09
74

-6
3-

48
17

 
〈

グ
ラ

ウ
ン

ド
ゴ

ル
フ

〉
会

　
　

場
：

竹
田

市
総

合
運

動
公

園
多

目
的

広
場

 
日

　
　

時
：

平
成

23
年

５
月

22
日

㈰
　

9:
00

～
12

:0
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月　間
５月は消費者月間です

「守ろうよ、みんなを！〜なくそう！高齢者の消費者被害〜」
　悪質商法などによる高齢者の消費者被害未然防止や、拡
大防止のためには、家族や身近な人の協力が必要です。少
しでも不審に感じた時は、専門家に相談するようにしま
しょう。

●お問い合せ
　消費生活相談アイネス　☎097-534-0999
　消費者ホットライン　　☎63-4834

◆悪質商法による消費者被害の未然防止
　「悪質商法」にご用心！高金利・高配当をうたい文句
に多額の出資をさせたり、家屋の点検を口実に高齢者
宅を訪問して不必要な修繕工事を行うなど悪質商法が
依然として発生しています。困った時は一人で悩まず、
お近くの消費生活窓口か警察署で相談してください。

５月は赤十字運動月間です
〜日赤の活動資金にご協力ください〜
　多くの市民の皆さんから日本赤十字社にお寄せいただ
いている社資（年間500円以上）は、災害や紛争による
被災者や犠牲者などへの救護活動をはじめとして様々な
事業に活用されています。　
　５月は「赤十字運動月間」で、活動資金をご寄付いた
だける方々の募集を行っています。ご寄付に対しては、
税制上の優遇措置のほか、表彰制度もあります。
●お問い合せ　竹田市福祉事務所管理係　☎63-4811

５月は児童福祉月間です
平成23年度週間標語

『おいでおいで みんなで一緒に 遊ぼうよ』
　児童福祉の理念の周知を図るとともに、国民の児童に
対する理解と認識を深め、児童愛護の責任を自覚するよ
うにとの目的から、毎年５月を児童福祉月間、５月５日
の「子どもの日」からの１週間を「児童福祉週間」と定
めて、広報啓発等の取り組みを行います。未来を担う子
どもたちのため、家庭・学校のほか職場や地域での見守
りや支援にご協力ください。
●お問い合せ　竹田市福祉事務所　☎63-4811

催　し
国際Cinema in Taketa　「プラダを着た悪魔」 
時　間　５月20日㈮　20:00 ～　　 
場　所　竹田市総合社会福祉センター多目的ホール 
入場料　 無　料　　　　　 
●お問い合せ　竹田市商工観光課　☎0974-63-4807

相　談
「人権特設相談所」を開設します
　全国人権擁護委員連盟では、今年も皆さん方の人権相
談の窓口を広げるため、下記により人権なんでも相談所
を開設することにしました。
○法務局担当者や人権相談員が相談に応じます
○相談は無料。難しい手続きも必要でなく、秘密は固く守られ

ます
日　時　６月１日㈬　10:00 ～ 15:00
場　所　〔竹田〕竹田市総合社会福祉センター
　　　　〔 荻 〕荻福祉健康エリア
　　　　〔直入〕直入公民館
●お問い合せ　竹田人権擁護委員協議会・大分地方法務

局竹田支局　☎62-2315

補　助
竹田市元気づくり支援事業について
　この事業は、自治会や公共的な活動を行っている団体
等を対象に、次に挙げる活動等に対し、原則的に活動費
の半額までを補助するものです。
⑴地域振興や観光ＰＲ等のためのイベント
⑵地域による地域のための活動、及びそれに資する事業
⑶地域の伝統文化を守るための事業
⑷地域の安心・安全に資する事業
⑸その他、地域の活力維持や活性化に資する事業
　詳しい内容につきましてはお問い合せください。
　本事業に申請される団体等の代表者の方は、各地域の
担当課に６月30日㈭までお申込みください。
●お問い合せ・申請先
　竹田地域（竹田市企画情報課）☎63-4801
　荻 地 域（竹田市荻支所いきいき市民課）　 ☎68-2211
　久住地域（竹田市久住支所いきいき市民課）☎76-1111
　直入地域（竹田市直入支所いきいき市民課）☎75-2211



たけたん情報　平成23年５月号 ❼

年　金
国民年金保険料の納付は口座振替がお得です
毎月の口座振替は２種類
○翌月末振替　→　割引なし
　例：５月分の保険料を６月末日振替
○早割（当月末振替）　→　月々 50円割引
　例：５月分の保険料を５月末に振替
　通常の口座振替の振替日は翌月末ですが、早割（当月
末振替）にすると、1か月あたり50円割引されます。
※申し込み用紙は、金融機関、年金事務所、竹田市市民

課年金係（☎63-1111〔内線113・115〕にあります。
※一部納付（半額免除）などの承認を受けている方はご

利用できません。
●お問い合せ　日本年金機構　大分年金事務所　
　　　　　　　☎097-552-1211

消　防
期限迫る！
住宅用火災警報器の取り付けが
６月1日から義務化
　消防法の改正により、すべての住宅に住宅用火災警報
器の取り付けが義務付けられました。
罰則規定はありませんが、住宅防火の基本はあくまで自
己責任です！平成23年６月１日から設置が義務化され
ます。（新築住宅は平成18年６月１日から設置されてい
ます。）
　今日、起こるかもしれない火災から自分自身、そして
大切なご家族を守るため、今月の31日まで、住宅用火
災警報器を取り付けましょう。

火災で助かるのは早期発見が決め手！
　消防庁では、平成19年から21年までの３年間におけ
る、住宅用火災警報器の設置による被害減少の効果を分
析した結果、設置されている場合は、設置されていない
場合に比べ、被害状況が概ね半減しており、火災発生時
の死亡リスクや損失の拡大リスクが、減少することが分
かりました。
　住宅用火災警報器を取り付けることにより、被害を最
小限に、くい止められます。

ご協力を！
　皆さんの尊い命を守るべく、竹田市自治会連合会・竹

田市消防団・各婦人防火クラブのご協力の元に、現在、
住宅用火災警報器の早期設置に向け、推進を行っていま
すので、ご協力をお願いします。

設置について
　取付けが困難な場合や取付ける場所がわからないなど
のお困りの方は、ご気軽に消防署へお問い合わせください。
○住宅用火災警報器推進団体

竹田市自治会連合会、竹田市消防団、婦人防火クラブ、
竹田市消防本部・消防署

「 消したはず  決めつけないで　もう一度」
　（2011年度　全国統一防火標語）
●お問い合せ　竹田市消防本部警防課予防係
　　　　　　　☎63-0119

求　人 ハローワーク豊後大野竹田職業相談室☎ 63-1101

①ガソリンスタンドスタッフ1人13.28万　②給食調
理員3人11.48 ～ 11.58万　③経理・フロント業務1人
12.32万 ④農作業員1人11.22万　⑤技術対応員1人20
万　⑥紙箱製造・配達員1人11.55万　⑦バス運転手1人
15 ～ 18万　⑧正・准看護師2人17 ～ 23万　⑨接客係1
人15 ～ 18万　⑩ハウス栽培2人12 ～ 15万円　⑪経理
事務員1人15.8 ～ 17万　⑫介護職員1人12.32 ～ 14.96
万

〔パート求人（時給）〕
⑬職業指導員1人700円　⑭遊戯施設係1人700円　⑮清
掃作業員2人700 ～ 750円　⑯サービス・客室清掃2人
750円 ⑰精肉係1人680円　⑱栽培作業員2人700 ～ 850
円　⑲雑務員1人700円　⑳作業員1人750円　㉑仕上管
理1人650 ～ 750円　㉒一般事務員1人700 ～ 900円　
㉓販売員1人670円　㉔ＣＡＤオペレーター 1人800 ～
1,500円

■事業主の皆様へ
　現に雇用している高年齢者を定年後引き続き雇用す
る「継続雇用制度」の対象者について、基準を設けて
いる場合、平成23年４月1日以降は、労使協定を締結
した上で就業規則に定めることが必要となります。
継続雇用制度の導入にあたって、対象となる高年齢者
の基準について労使協定を締結せず、平成23年４月1
日以降に当該高年齢者が離職した場合、雇用保険被保
険者離職証明書の離職理由は、当該高年齢者の継続雇
用の希望の有無に関わらず、『事業主都合』となりま
すのでご注意ください。
●お問い合せ　ハローワーク豊後大野 
　　　　　　　☎0974-22-8609
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休日及び夜間の在宅当番医
大久保病院　 ☎64-7777

受付時間　平日夜間　18:00 ～ 21:00
　　　　　土　曜　日　13:00 ～ 21:00
　　　　　休　　日　  8:30 ～ 21:00
注意事項　・かかりつけの病院がある場合は、できるだけ

そこで診てもらうようお願いします。
　　　　　・事前に症状、年齢、その他必要事項を病院へ

電話連絡したうえで受診をしてください。
　　　　　・症状が重い場合は救急車を呼んでください。
※竹田医師会病院でも電話で相談いただき、可能な場合は診療します。

小児科外来休日当番院
当 番 日 医療機関 電話番号

５月 １日㈰

豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121５月 ３日㈫
５月 ４日㈬
５月 ５日㈭

５月 ７日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

５月 ８日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

５月14日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

５月15日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

５月21日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

５月22日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

５月28日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

５月29日㈰ みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230

６月 ４日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

６月 ５日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121
受付時間　8:30 ～ 11:30（こども診療所は9:00 ～ 11:30）
診療時間　9:00 ～ 12:00（三重東クリニックは8:30 ～ 12:00）
※土曜日については、上記以外にも診療を行っているところがあります。
○豊後大野市民病院　http://ogatahp.ddo.jp/
○み や わ き 小 児 科　http://www.miyawaki-kodomo.com/
○三重東クリニック　http://www.sekiaikai.jp/index.html
○竹田市立こども診療所　http://www.city.taketa.oita.jp/
○大分県豊肥保健所　（☎0974-22-0162）

歯科休日当番医院
当番日 医療機関 電話番号

５月 １日㈰ まつもと歯科クリニック（竹田） 0974-62-2400
５月 ３日㈫ 竹田市荻歯科診療所（荻） 0974-68-3263
５月 ４日㈬ 長湯ごとう歯科（直入） 0974-75-3001
５月 ５日㈭ 高山歯科医院（竹田） 0974-63-2561
５月 ８日㈰ 竹下歯科医院（竹田） 0974-62-2662
５月15日㈰ 長湯ごとう歯科（直入） 0974-75-3001
５月22日㈰ 竹田市荻歯科診療所（荻） 0974-68-3263
５月29日㈰ ふじさわ歯科医院（竹田） 0974-64-1118

※診療時間を確認のうえ、受診してください。

○大分県歯科医師会　☎ 097-545-3151
　http:www.oita-dental-a.or.jp/
受診時の注意　当番院は、やむを得ず変更になる場合があります。
あらかじめ当番院または竹田市消防署（☎ 63-0119）にお電話
で確認されるようお願いします。また、院外薬局が休みの場合は、
あらかじめ用意されて約束処方となることがありますので、ご了
承ください。

教　室
Ready2chat　英会話　（英語中・上級） 
時　間　５月11日㈬　19:00 ～ 21:00 
場　所　竹田市総合社会福祉センター会議室 
参加費　な  し 

「美味しいは幸せ」国際料理教室 
　今回はイタリアン料理「ニョッキとチキンとパルメザン・
トマトソース」　 
時　　間　５月28日㈯　10:00 ～ 15:00
場　　所　竹田市総合社会福祉センター調理室 
材 料 費　１人 約1,000円 程度 
申込期限　５月23日㈪まで　※参加者10名限定 
●お問い合せ　竹田市商工観光課　☎0974-63-4807

福　祉
地域の福祉相談窓口にご相談ください
　高齢者、虐待、子育てなど地域の福祉に関する課題は、
地域総合相談支援センターにお気軽にご相談ください。専
門の相談員が対応します。また、気がかりな１人暮らし高
齢者等の実態把握も行っています。 
 【竹田】竹田市在宅介護支援センター　☎63-3668（直）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎63-3201（代） 
 【　荻　】荻地域総合相談支援センター　☎68-3050 
 【久住】久住地域総合相談支援センター☎76-1526 
 【直入】直入地域総合相談支援センター☎75-2228 
 【全域】地域包括支援センター　　　　☎64-0310

宅介護用品費給付事業（おむつ券の給付）について
　竹田市では、在宅で寝たきりや認知症の高齢者を介護し
ているご家族の経済的負担の軽減と福祉の増進を図るため、
おむつ等に係る経費の一部を助成しています。
対 象 者　竹田市が行う介護保険の被保険者で、要介護認

定区分が要介護3、4、5と認定された方を在宅
で介護されている方。

　　　　　ただし、要介護者、介護者が属する世帯が、市
民税非課税の場合に限ります。

給 付 額　１人につき 月額8,000円（年額96,000円）
介護用品　紙おむつ、尿取りパッド、使い捨て手袋、清拭

剤、ドライシャンプーなど
●お問い合せ　竹田市福祉事務所福祉係　☎63-4811
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